
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
　
増
田
　
宏

　
平
成
　
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
讃
岐
国
府
跡
探
索
事
業
で
は
、
県
民
共
有
の
文
化
遺
産
で
あ
る
讃
岐
国
府
跡
を

地
域
活
性
化
に
役
立
て
よ
う
と
、
県
民
の
方
々
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調
査
員
（
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
）
と
し

て
参
加
い
た
だ
き
、
共
同
で
讃
岐
国
府
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
は
活
発
で
、
こ
れ
ま
で
地
名
の
聞
き
取
り
調
査
、
微
地
形
の
記
録
、
水

利
慣
行
の
調
査
や
発
掘
調
査
、
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
、
関
連
資
料
調
査
な
ど
様
々
な
成
果
を
残
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
報
告
書
に
生
か
さ
れ
、
ま
た
「
参
加
活
動
」「
ま
ち
歩
き
ガ

イ
ド
」
の
冊
子
の
作
成
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　「
讃
岐
の
南
海
道
を
歩
く
」
の
タ
イ
ト
ル
で
刊
行
し
ま
す
本
冊
子
は
、
詳
細
な
地
形
図
の
上
に
南
海
道
と
条

里
地
割
、
そ
の
地
に
残
さ
れ
た
現
状
を
記
録
し
た
も
の
で
す
。
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
が
特
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
だ
活
動
で
、
地
図
上
の
復
元
か
ら
現
地
踏
査
に
よ
る
検
証
・
現
状
の
写
真
撮
影
、
地
名
調
査
、
発
掘
調
査

成
果
と
の
照
合
を
経
て
、
委
員
に
よ
る
編
集
会
議
を
重
ね
、
よ
う
や
く
完
成
に
至
り
ま
し
た
。

　
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
皆
様
の
ま
さ
に
足
で
稼
い
だ
成
果
が
、
県
内
の
古
代
史
に
興
味
を
持
た
れ
る
方
々
が

各
地
の
史
跡
を
訪
ね
歩
く
際
の
道
標
に
な
れ
ば
、
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
喜
び
に
な
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

平
成 

二
十
九 

年 

九 

月

21



　
８
世
紀
初
め
に
確
立
し
た
律
令
国
家
は
、
宮
都
と
地
方
官
衙
で
あ
る
大
宰
府

・
国
府
と
の
間
を
迅
速
・
緊
密
に
連
絡
す
る
た
め
計
画
的
に
官
道
を
敷
設
し
た
。

官
道
は
幅
　
ｍ
内
外
の
道
幅
で
、
平
野
部
に
お
い
て
は
直
線
的
な
路
線
を
と
っ

て
い
た
。
さ
ら
に
、　
里
（
約
　
㎞
）
を
基
準
に
駅
家
を
設
置
し
て
、
一
定
数

の
馬
を
置
い
て
い
た
。

　
こ
の
官
道
の
経
路
は
、
平
野
に
拡
が
る
条
里
地
割
か
ら
復
原
で
き
る
こ
と
が

あ
る
。
律
令
国
家
に
よ
っ
て
施
工
さ
れ
た
条
里
地
割
は
、
当
時
の
大
開
発
を
伝

え
る
記
念
碑
で
あ
る
が
、
官
道
を
基
準
に
施
工
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
官

道
の
廃
絶
後
に
耕
地
に
取
り
込
ま
れ
た
結
果
、
正
方
形
の
格
子
目
状
の
条
里
地

割
の
一
部
分
だ
け
一
辺
が
　
ｍ
ほ
ど
長
い
長
方
形
の
地
割
が
連
続
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
余
剰
帯
な
ど
と
呼
ば
れ
、
官
道
の
痕
跡
を
示
し
て
い
る
。

　
香
川
県
に
お
け
る
条
里
研
究
は
、
高
重
進
氏
の
研
究
を
嚆
矢
と
す
る
。
高
重

氏
の
研
究
に
よ
り
、
香
川
県
の
条
里
坪
付
は
東
南
隅
を
起
点
と
す
る
千
鳥
式
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
日
野
尚
志
氏
は
余
剰
帯
を
検
出
す
る

こ
と
に
よ
り
、
南
海
道
の
復
原
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
金
田
章
裕
氏
に
よ
り
、

県
内
の
条
里
地
割
の
分
布
、
南
海
道
の
経
路
、
条
里
の
坪
付
等
が
総
合
的
に
検

討
さ
れ
、
現
在
定
説
と
な
る
復
原
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
香
川
県
内
の
南
海
道
は
、
阿
波
（
徳
島
県
）
か
ら
大
坂

峠
を
越
え
て
東
か
が
わ
市
引
田
に
入
り
、
観
音
寺
市
大
野
原
町
か
ら
伊
予
（
愛

媛
県
）
へ
県
域
を
東
西
に
抜
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
道
中
に
「
引
田
・
松
本

・
三
谿
・
河
内
・
甕
井
・
柞
田
」
の
駅
が
置
か
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
香
川
県
に
お
け
る
条
里
地
割
の
分
布
や
南
海
道
の
経
路
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
が
、
示
さ
れ
る
復
原
図
が
小
縮
尺
で

あ
る
こ
と
も
あ
り
、
現
地
に
臨
ん
で
ど
こ
に
南
海
道
が
通
っ
て
い
た
の
か
す
ぐ

に
分
か
ら
な
い
問
題
が
あ
っ
た
。

古
代
官
道
と
し
て
の
南
海
道

　
南
海
道
は
讃
岐
国
府
跡
と
密
接
に
関
連
し
、
そ
の
付
近
を
通
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
２
ル
ー
ト
が
候
補
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
が

（
本
文
参
照
）、
結
論
は
出
て
い
な
い
。
讃
岐
国
府
跡
の
実
態
解
明
に
南
海
道
の

検
討
は
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
は
、
県
内
全
域

の
南
海
道
調
査
に
乗
り
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
平
成
　
年
度
に
は
事
前
準
備
と
し
て
屋
内
作
業
か
ら
始
め
た
。
ミ
ス
テ
リ
ー

ハ
ン
タ
ー
全
員
で
県
内
を
分
担
し
、
空
中
写
真
の
観
察
か
ら
条
里
地
割
を
認
定

し
、
こ
れ
を
２
５
０
０
分
の
１
の
都
市
計
画
図
に
書
き
写
し
、
別
に
作
成
し
た

１
０
９
ｍ
方
眼
の
格
子
目
を
描
い
た
半
透
明
の
紙
を
被
せ
る
こ
と
に
よ
り
余
剰

帯
を
検
出
し
た
。　
平
成
　
年
度
は
前
年
度
の
作
業
結
果
を
検
証
す
る
た
め
、

実
地
踏
査
に
臨
み
、
関
連
遺
跡
、
地
形
、
地
名
等
の
情
報
収
集
、
写
真
撮
影
に

よ
る
記
録
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
に
よ
り
、
２
か
年
の
調
査
成
果
を
冊
子
と
し

て
残
せ
る
よ
う
、
分
担
ご
と
に
解
説
文
の
執
筆
、
編
集
作
業
を
行
っ
た
。　
平

成
　
年
度
に
は
改
め
て
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
の
中
か
ら
編
集
委
員
を
選
び
、

彼
ら
を
中
心
に
、
冊
子
と
し
て
全
体
を
統
一
す
る
た
め
の
執
筆
・
編
集
作
業
を

進
め
た
。

　
な
お
、
地
図
に
は
、
南
海
道
と
は
直
接
の
関
連
は
無
い
が
、
歴
史
の
道
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
近
世
の
街
道
筋
も
記
入
し
て
い
る
（
経
路
は
香
川

県
教
育
委
員
会
に
よ
る
「
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
」
の
成
果
に
拠
っ
た
）。
こ

の
地
図
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行

の
基
盤
地
図
情
報
を
使
用
し
た
。（
承
認
番
号
　
平
　
情
使
、
第
４
１
５
号
）

ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
に
よ
る
南
海
道
調
査

（
文
献
）
高
重
　
進
　
１
９
６
５
「
讃
岐
の
条
里
」『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』

　
　
　
日
野
尚
志
　
１
９
７
８
「
南
海
道
の
駅
路
　
阿
波
・
讃
岐
・
伊
予
・
土
佐
四
国
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
合
」『
歴
史
地
理
学
紀
要
』

　
　
　
金
田
章
裕
　
１
９
８
８
「
条
里
と
村
落
生
活
」
香
川
県
編
『
香
川
県
史
　
１
　
原
始

　
　
　
　
　
　
　
　
・
古
代
』
四
国
新
聞
社

29

10

30

16
10

う
ま
や

み
た
に

み
か
い

く
に
た
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26
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讃岐国の南海道の経路

引田駅

松本駅
三谿駅

河内駅

甕井駅

柞田駅
刈
田
郡

三
野
郡

多
度
郡

那
珂
郡

鵜
足
郡

阿
野
郡

香
川
郡

山
田
郡

三
木
郡

寒
川
郡

大
内
郡
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100

10
0

川北１号墳

川北遺跡
塩屋

引田 IC

翼山

中山池

写 2-2

写 2-3

（白
鳥引
田線
）

40

11

小海

0 500m

３

官道

余剰帯

条里地割

約109ｍ

約 10ｍ

近世街道

写真撮影地点
（矢印は撮影方向）

条里地割（一町方格）

大字

隣接図との位置関係

南海道
　実線（確定）
　点線（推定）

縮尺（1/10,000）

県道

国道

遺跡等

凡　例

余剰帯
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Y=
60
km
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40
km

0 5km
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100

100

寿可多美乃地蔵

二丁目の丁石薬師堂

徳島県
鳴門市

（徳島引田線）

至徳島県境

写 1-1

写 1-2

写真 1-1　大坂峠から見た引田
　阿讃山脈から伸びる丘陵や海浜部の砂堆上に
形成された町並みの様子がよく分かる。

写真 1-2　二丁目の丁石（寛政年間 1789-1801）
　江戸時代の大坂越の古道には、峠の起点から
峠までの数を刻んだ丁石があり、この登り口周
辺には数軒の宿があった。

写真 1-3　図中 A地点付近
　尾根の先端を横切って通る道筋

　
阿
波
国
郡
頭
駅
を
出
た
南
海
道
は
、
阿

波
国
と
の
境
大
坂
峠
を
越
え
て
讃
岐
国
へ

入
る
。
か
つ
て
の
大
内
郡
引
田
郷
で
あ
る
。

　
ほ
場
整
備
時
の
発
掘
調
査
で
は
、
当
時

馬
宿
川
の
両
岸
は
扇
状
地
を
形
成
す
る
礫

層
が
広
が
り
、
耕
作
に
は
不
向
き
な
土
地

で
あ
っ
た
よ
う
で
、
本
区
間
に
は
条
里
地

割
の
跡
は
検
出
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、

坂
元
か
ら
の
正
確
な
南
海
道
路
線
の
推
定

は
困
難
で
あ
る
。
近
世
の
讃
岐
街
道
は
坂

元
海
岸
に
出
て
、
海
沿
い
を
西
へ
と
進
む
。

し
か
し
、
図
中
の
馬
宿
畑
方
遺
跡
か
ら
は
、

う
ま
や
ど
は
た
か
た

１

地主大明神



２

100

1
0
0

坂元

さぬきあいおい
A

杉尾神社

坂
元

川

馬宿畑方遺跡

馬宿

JR 高徳線

高松自動車道

東かがわ市

大

谷

川

写 1-3

0 500m

11

１

南野

奈
良
時
代
後
半
か
ら
平
安
時
代
初
め
に
か

け
て
の
多
量
の
製
塩
土
器
（
焼
き
塩
用
）

や
管
状
土
錘
な
ど
の
漁
労
関
係
の
遺
物
が

出
土
し
て
お
り
、
古
代
の
海
岸
線
は
こ
の

遺
跡
近
く
ま
で
内
陸
に
寄
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
南
海
道
は
、
坂
元
か

ら
、
阿
讃
山
脈
か
ら
の
び
る
丘
陵
の
先
端

付
近
を
横
切
り
な
が
ら
次
ペ
ー
ジ
の
馬
宿

川
の
方
向
へ
、
さ
ら
に
条
里
地
割
の
残
る

足
谷
川
西
へ
と
直
線
状
に
伸
び
て
い
た
と

推
定
で
き
る
。

　『
延
喜
式
』
記
載
の
引
田
駅
は
、
地
名

か
ら
馬
宿
が
推
定
地
と
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
前
述
の
よ
う
に
当
時
こ
の
付
近
は

海
が
入
り
込
ん
で
お
り
、
付
近
に
律
令
の

田
令
駅
田
条
に
定
め
ら
れ
た
小
路
の
駅
田

２
町
も
確
保
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、

馬
宿
に
引
田
駅
を
推
定
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。



引田港誉田八幡宮

引田漁港

ひけた

沖代水田遺跡

馬

宿

川

（砂嘴）

引田

足

谷

川

引田小学校
引田中学校

東かがわ市役所引田庁舎

沖代池
（
石
井
引
田
線
）

写 2-1

34

吉田
1

２

写真 2-1　条里地割の残る沖代の水田

　沖代付近には 10町余りの条里地割が残る。

写真 2-2　条里地割の残る塩屋の水田

　背後に川北遺跡、さらに横穴式石室をもつ川北

１号墳のある丘陵尾根が遠望できる。

　
引
田
の
市
街
が
立
地
す
る
砂
嘴
（
黄
色

の
点
線
）
の
背
後
に
は
か
つ
て
潟
が
形
成

さ
れ
、
塩
屋
や
小
海
と
い
う
地
名
か
ら
分

か
る
よ
う
に
、
古
代
に
お
い
て
は
海
水
が

流
入
す
る
状
況
で
あ
っ
た
。
潟
の
推
定
ラ

イ
ン
（
青
の
点
線
）
に
接
す
る
よ
う
に
塩

屋
と
沖
代
の
二
箇
所
に
小
範
囲
で
あ
る
が

条
里
地
割
が
確
認
で
き
る
。
図
中
の
沖
代

水
田
遺
跡
か
ら
は
古
墳
時
代
後
期
の
水
田

跡
も
検
出
さ
れ
て
お
り
、
引
田
郷
の
耕
地

の
中
心
は
、
本
区
間
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

　
こ
こ
で
は
、
明
確
な
条
里
余
剰
帯
は
検

出
で
き
な
か
っ
た
が
、
馬
宿
川
を
こ
え
た

南
海
道
は
、
沖
代
の
条
里
の
方
向
に
沿
っ

て
進
み
、
潟
の
端
を
横
切
り
中
山
池
付
近

を
通
過
し
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
あ

る
い
は
、
あ
く
ま
で
も
直
線
状
を
意
識
し

て
、
塩
屋
の
条
里
地
割
に
沿
っ
て
西
進
し

さ
ら
に
北
進
し
た
と
も
推
測
で
き
る
。

お
う
み

さ
し

お
き
だ
い



　
ま
た
、
川
北
遺
跡
か
ら
は
奈
良
時
代
の

集
落
跡
が
検
出
さ
れ
、
南
に
拡
が
る
塩
屋

の
条
里
地
割
と
方
向
を
同
じ
く
す
る
　
棟

の
掘
立
柱
建
物
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
大

型
建
物
や
、
出
土
例
の
少
な
い
円
面
硯
の

破
片
、
緑
釉
陶
器
片
の
出
土
な
ど
か
ら
、

駅
家
関
係
遺
構
の
可
能
性
も
あ
る
。
少
な

く
と
も
引
田
駅
は
、
条
里
地
割
の
存
在
す

る
本
区
間
の
ど
こ
か
に
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

12

う
ま
や

え
ん
め
ん
け
ん

写真 2-3　川北遺跡（発掘時の写真、南から）

　奈良時代の遺構面は標高 4.3ｍに立地。時期の

異なる 12棟の掘立柱建物跡が見つかった。中に

は建物面積が 40㎡近い、大型建物の部類に入る

ものもあった。

３

100

10
0

川北１号墳

川北遺跡
塩屋

引田 IC

翼山

JR 高
徳線

中山池

（湿地）

高
松
自
動
車
道

小
海

川

小海

東かがわ市歴史民俗資料館

0 500m

写 2-2

写 2-3

（白
鳥引
田線
）

40

11



100

100

権平庵

森権平墓

写 3-1

３

写真 3-1　森権平墓の前の旧道（東かがわ市伊座）

　古代の南海道も、この旧道（近世街道）とほぼ

同じルートを直線状に通って、引田郷から白鳥郷

に入ったと思われる。

写真 3-2　新池の道標（東かがわ市帰来）

　「右白とり道」と刻まれた道標（天保 11年建

立）。側に白鳥神社の鳥居が立つ。

写真 3-3　図中 A地点

　条里地割に沿って伸びる道筋

　

２

　
南
海
道
は
、
中
山
池
側
を
通
り
伊
座
の

権
平
庵
を
経
て
、
湊
川
下
流
の
平
野
部
に

入
る
。
か
つ
て
の
大
内
郡
白
鳥
郷
で
あ
る
。

本
区
間
に
条
里
地
割
は
あ
ま
り
残
っ
て
い

な
い
。
白
鳥
神
社
の
社
殿
が
、
初
代
高
松

藩
主
松
平
頼
重
に
よ
っ
て
現
在
地
に
造
営

さ
れ
た
の
は
、
１
６
６
４
（
寛
文
４
）
年

の
こ
と
で
あ
る
。
地
形
的
に
見
る
と
、
白

鳥
神
社
の
あ
る
海
岸
付
近
は
帯
状
の
砂
堆

で
あ
り
、
そ
の
背
後
は
現
在
Ｊ
Ｒ
線
路
や

国
道
　
号
（
海
抜
約
１
ｍ
）
が
走
っ
て
い

る
あ
た
り
ま
で
潟
や
低
湿
地
が
広
が
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
（
青
と
黄
の
点
線
間
）。

古
代
に
耕
地
化
で
き
る
と
こ
ろ
は
あ
ま
り

い
ざ

11



松原

白鳥神社

さぬきしろとり

中

川

新池道標

帰来

A

（砂　堆）

（低湿地）JR 高徳線

高松自動車道

猪熊邸

東かがわ市役所

本町小学校

写

写 3-3

0 500m

3-2

白鳥病院

11

122

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
内
陸
の
湊

川
東
岸
に
東
に
約
　
度
傾
い
た
条
里
地
割

が
一
部
認
め
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
伊
座
に
至
っ
た
南
海
道
は
、

権
平
庵
前
を
少
し
す
ぎ
た
辺
り
で
近
世
の

讃
岐
街
道
と
分
か
れ
て
、
丘
陵
の
先
端
を

横
切
り
な
が
ら
内
陸
を
直
線
状
に
進
み
、

湊
川
東
岸
の
条
里
地
割
に
接
し
た
と
こ
ろ

で
、
条
里
の
東
西
線
に
沿
う
よ
う
に
方
向

を
変
え
、
湊
川
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。
図
中
Ａ
付
近
か
ら
、
再
び
南

海
道
と
讃
岐
街
道
が
一
致
す
る
。

30

コ
ラ
ム

森
　
権
平

　
森
権
平
は
、
羽
柴
秀
吉
が
四
国
に
派
遣
し

た
仙
石
秀
久
に
仕
え
た
武
将
。
１
５
８
３
（

天
正
　
）
年
春
、
土
佐
の
長
曾
我
部
元
親
は

田
面
に
陣
を
置
き
、
引
田
城
を
攻
め
よ
う
と

し
た
。
仙
石
秀
久
は
引
田
中
山
で
迎
え
討
っ

た
が
敗
れ
、
引
田
城
に
撤
退
し
た
。
森
権
平

は
敗
走
す
る
仙
石
軍
の
殿
を
つ
と
め
、
こ
こ

中
山
口
で
敵
方
の
稲
吉
新
蔵
人
と
一
騎
打
ち

の
す
え
打
ち
取
ら
れ
た
。
享
年
　
歳
。

　
若
武
者
の
死
を
悼
み
、
土
地
の
人
々
が
墓

を
建
て
供
養
し
た
と
い
う
（『
南
海
通
記
』）。

　
墓
は
五
輪
塔
で
、「
天
正
十
二
年
七
月
十

九
日
」
の
銘
が
あ
る
。

18

11

し
ん
が
り

４



湊

川

湊大橋

A

白鳥小学校

白鳥中学校

向良神社

湊

白鳥

写 4-2
３

写真 4-1　白鳥廃寺跡塔心礎（東かがわ市湊）

　前山丘陵の南側谷部にあり、南海道からは湊

川近くで前方左手に南大門や五重塔が仰ぎ見ら

れたことだろう。2013 年度の発掘調査で、背

後の丘陵間際で僧坊のような建物跡も確認され

た。かつては、寺院の至近に湊川の河川域が存

在し、湊の機能を持つ寺院であったと考えられ

る。

写真 4-2　図中 A付近の様子

　条里地割に沿って走る水路と小路

４

　
本
区
間
は
、
与
田
川
両
岸
に
明
瞭
な
条

里
地
割
が
確
認
で
き
、
余
剰
帯
（
側
溝
を

入
れ
て
８
〜
９
ｍ
幅
の
道
路
を
推
定
）
も

検
出
で
き
た
。
こ
こ
か
ら
推
定
さ
れ
た
南

海
道
を
条
里
に
沿
っ
て
直
線
状
に
西
に
伸

ば
す
と
、
三
本
松
、
丹
生
を
経
て
南
海
道

の
側
溝
跡
が
発
掘
さ
れ
た
坪
井
遺
跡
に
達

す
る
こ
と
か
ら
、
与
田
川
両
岸
付
近
で
の

南
海
道
の
路
線
が
確
定
で
き
た
。

　
与
田
川
両
岸
の
条
里
地
割
は
真
北
か
ら

約
８
度
東
に
傾
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
湊

川
東
岸
の
条
里
に
沿
っ
て
西
進
し
た
南
海

道
は
、
図
中
Ｂ
地
点
付
近
で
与
田
川
両
岸

の
条
里
地
割
の
方
向
に
角
度
を
変
え
、
前

山
丘
陵
の
先
端
を
横
切
り
県
立
三
本
松
高

校
の
正
門
付
近
を
直
進
し
た
と
思
わ
れ
る
。

与
田
川
橋
を
渡
る
と
南
海
道
と
近
世
の
讃

岐
街
道
が
一
致
す
る
。

　
推
定
南
海
道
の
南
に
、
白
鳥
廃
寺
跡
が

あ
る
。
７
世
紀
に
創
建
さ
れ
、　
世
紀
頃

に
ぶ

10



ま
で
存
続
し
た
と
さ
れ
る
。
讃
岐
国
で
は

南
海
道
想
定
線
上
に
こ
の
よ
う
な
古
代
寺

院
が
点
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
図
中
の
住

屋
遺
跡
か
ら
は
、
奈
良
時
代
の
も
の
と
思

わ
れ
る
官
人
が
つ
け
る
帯
金
具
が
出
土
し

て
お
り
、
遺
跡
付
近
に
郡
衙
（
郡
の
役
所
）

が
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ぐ
ん
が

写真 4-3　与田川橋と旧街道（東かがわ市中筋）

　与田川を渡ると、楠谷川までの約 700ｍは近

世街道と南海道が一致して通っている。

与

田

川

与田川橋

住屋遺跡

三本松高校

さんぼんま
つ

正門

B

前山丘陵

JR 高徳線

須賀

三本松小学校

三本松

東かがわ警察署

中筋

三本松港

0 500m

横内

川東

11

41

東かがわ市役所
大内庁舎

（
大
内
白
鳥
イ
ン
タ
ー
線
）

写 4-3

写 4-1

白鳥廃寺跡

５



J R 高徳線

北

川

大川中学校

大内小学校

写 5-1

西村

川田池

1 1

５

写真 5-1　南海道路線と並行して走る用水路

　延長線上には坪井遺跡がある。

写真 5-2　国道と県道の交差点（丹生交差点）

　近世の上道（長尾街道）と下道（志度街道）

に相当する。ここから南海道は内陸部に入る。

　
本
区
間
は
、
与
田
川
と
番
屋
川
が
運
ん

だ
土
砂
に
よ
っ
て
、
平
野
が
形
成
さ
れ
、

旧
大
内
郡
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
現
代
も
国
道
と
県
道
が
交
わ
る

交
通
の
要
衝
で
あ
る
。
平
野
部
に
は
条
里

地
割
が
明
瞭
に
残
っ
て
お
り
、
国
道
　
号

に
沿
う
あ
た
り
で
幅
８
〜
９
ｍ
の
余
剰
帯

も
検
出
で
き
た
。
こ
の
余
剰
帯
の
あ
る
条

里
東
西
ラ
イ
ン
を
直
線
状
に
西
に
伸
ば
す

と
、
坪
井
遺
跡
（
６
ペ
ー
ジ
地
図
右
端
）

で
見
つ
か
っ
た
南
海
道
と
一
致
す
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
本
区
間
の
南
海
道
を
図

の
よ
う
に
推
定
し
た
。
南
海
道
と
Ｊ
Ｒ
高

徳
線
が
並
行
し
て
走
る
と
こ
ろ
で
は
、
線

路
南
側
の
用
水
路
が
南
海
道
の
ラ
イ
ン
と

一
致
す
る
。

　
大
谷
の
南
部
に
、
条
里
に
か
か
わ
る
「

八
の
坪
」
と
い
う
小
字
名
が
残
っ
て
い
る

が
、
南
海
道
を
挟
み
南
北
の
か
な
り
広
い

範
囲
を
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。

11

４



にぶ

（高松長尾大内線）
丹生交差点

八の坪

高
松
自
動
車
道

番　屋　川

大谷神社

宮池

大谷

0 500m

写
大内郵便局

5-2

松崎

三殿

土居

1 0

６

写真 5-3　坪井遺跡道路側溝跡（奈良時代）



100

坪井遺跡

中山大池

高
松
自
動
車
道

バス停
大道橋

写

写 6-1

5-3

東かがわ市

中山

６

写真 6-1　坪井遺跡の古代南海道と建物の分布

写真 6-2　田面峠の現状

　昔の面影を良く残している。土砂災害の少ない

峠道である。

写真 6-3　地籍図に記された「驛路」

　明治時代初めの壬申地券地引絵図

　 （旧大川町行政文書、さぬき市蔵）

　
前
の
ペ
ー
ジ
の
南
海
道
推
定
ラ
イ
ン
を

西
に
伸
ば
す
と
坪
井
遺
跡
に
達
す
る
。
坪

井
遺
跡
は
か
つ
て
の
大
内
郡
入
野
郷
中
山

に
あ
り
、
寒
川
郡
と
の
境
の
麓
に
位
置
す

る
。
平
成
　
年
度
の
四
国
横
断
自
動
車
道

建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
、
千
三
百
年
前

（
奈
良
時
代
）
の
５
つ
の
建
物
群
と
東
西

方
向
に
並
行
す
る
遺
構
群
が
見
つ
か
っ
た
。

検
討
の
結
果
、
こ
れ
が
南
北
両
側
に
側
溝

を
持
つ
幅
８
〜
　
ｍ
の
道
路
（
南
海
道
）

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
道
路
の
両
側
に

建
つ
建
物
群
、
中
で
も
南
側
に
大
型
建
物

跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
郡
の
関

所
か
休
憩
施
設
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

に
ゅ
う
の

10

10

５



な
ど
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
人
や

物
が
往
来
す
る
南
海
道
の
峠
の
登
り
口
を

管
理
す
る
官
衙
関
係
の
遺
跡
で
あ
っ
た
可

能
性
は
高
い
。

　
坪
井
遺
跡
か
ら
中
山
大
池
の
北
側
を
通

過
し
た
南
海
道
は
、
直
線
道
を
意
識
し
な

が
ら
峠
へ
向
か
う
。
田
面
峠
は
標
高
　
・

５
ｍ
で
あ
る
。
旧
長
尾
街
道
（
近
世
の
街

道
）
は
、
ほ
ぼ
平
坦
な
道
を
行
く
か
の
よ

う
に
、
峠
か
ら
最
短
コ
ー
ス
で
下
っ
て
い

き
、
か
つ
て
の
寒
川
郡
難
波
郷
へ
入
る
。

南
海
道
も
旧
長
尾
街
道
と
ほ
ぼ
同
じ
コ
ー

ス
を
通
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
明
治
初
め
に
描
か
れ
た
壬
申
地
券
地
引

絵
図
に
こ
の
峠
道
を
「
驛
路
」
と
記
し
て

い
る
。「
驛
路
」
と
は
古
代
の
官
道
を
言

う
。
都
に
つ
な
が
る
官
道
で
あ
る
と
い
う

意
識
が
、
永
く
残
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
近
く
に
水
主
神
社
へ
向
か
う
道
も

あ
り
、
こ
の
辺
り
は
交
通
の
要
衝
で
あ
っ

た
。

み
ず
し

な
は

た
づ
ら

87

100

100

100

100

100

田面峠
「驛路」

至　水主神社

（高松長尾大内線）

立割

新池

至　寺尾山

阿弥陀寺

豊田神社

旧長尾街道 写

0 500m

6-2

さぬき市

大
内
郡

寒
川
郡

田面

10

７



100

10
0

田面

至　相地峠

本 村 川

八剣池
（
津
田
川
島
線
） 富田東

２

7

写真 7-1　千町遺跡と富田茶臼山古墳の空中写真

　（国土地理院 1975 年撮影）

写真 7-2　推定ライン上の大川公民館から西望

　遠方に小さく南海道設置の目印となる白山が

望める

　

写真 7-3　千町遺跡（香川県教育委員会調査）

　松本駅の所在は不明だが、引田駅～千町遺跡間

約 18km、千町遺跡～三谷駅間が約 15kmで 30里

（約 16km）に近い。この付近に松本駅があったの

ではないだろうか。

白
山

弁
財
天

　
本
区
間
は
か
つ
て
の
寒
川
郡
難
破
郷
で
、

四
国
最
大
の
前
方
後
円
墳
の
富
田
茶
臼
山

古
墳
や
縄
文
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の

集
落
遺
跡
で
あ
る
千
町
遺
跡
が
あ
る
よ
う

に
、
古
く
か
ら
開
け
た
土
地
で
あ
る
。
さ

ぬ
き
市
大
川
町
富
田
中
・
西
の
平
野
部
に

は
条
里
地
割
が
認
め
ら
れ
る
。

　
千
町
遺
跡
（
緑
の
点
線
に
囲
ま
れ
た
範

囲
）
は
津
田
川
と
爛
川
に
挟
ま
れ
た
段
丘

上
に
あ
り
、
奈
良
時
代
の
遺
構
な
ど
か
ら

図
中
の
大
川
支
所
の
北
側
（
用
水
路
が
残

る
）
か
ら
田
辺
池
の
北
辺
に
達
す
る
ラ
イ

た
だ
れ

せ
ん
ち
ょ
う

な
は

6



ン
が
南
海
道
で
あ
る
と
推
定
で
き
た
。
現

在
ラ
イ
ン
の
上
に
は
明
確
な
条
里
地
割
は

残
っ
て
い
な
い
が
、
船
戸
社
や
弁
財
天
が

側
に
あ
り
、
大
川
公
民
館
駐
車
場
か
ら
西

方
に
白
山
（
三
木
町
）
を
は
っ
き
り
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
田
面
峠
を
下
っ
た
南
海

道
は
、
お
そ
ら
く
旧
長
尾
街
道
と
ほ
ぼ
同

じ
コ
ー
ス
を
通
り
本
村
川
と
津
田
川
が
合

流
す
る
堰
あ
た
り
で
津
田
川
を
渡
り
、
富

田
茶
臼
山
古
墳
の
北
側
を
北
西
に
進
ん
だ

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
図
中
Ａ
の
調
査
区
（
富
田
駐
在

所
）
で
は
、
条
里
地
割
の
方
向
と
一
致
す

る
大
型
の
掘
立
柱
建
物
群
（
７
世
紀
〜
８

世
紀
前
半
）
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
建
物

規
模
か
ら
す
る
と
官
衙
的
色
彩
が
濃
く
、

郡
衙
か
松
本
駅
の
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、

Ｂ
の
下
り
松
遺
跡
は
出
土
瓦
か
ら
白
鳳
期

か
ら
奈
良
時
代
の
古
代
寺
院
と
考
え
ら
れ

る
が
、
松
本
駅
に
比
定
す
る
説
も
あ
る
。

さ
が

100

10
0

下り松遺跡

大川公民館

富田駐在所

さぬき市大川支所
弁財天 船戸社

千町遺跡

富田茶臼山古墳

津

田

川

爛

川

至　阿波市場

みろく道の駅

さぬき南小学校

（高松長尾大内線）

A

B

弥
勒
奥
池

羽
鹿
池

0 500m

田辺池

富田中

富田西

写 7-2

写 7-3

写 7-1

た
だ
れ

南川

富田中

1 0

8



さぬき南中学校

富田西

高松長尾大内線

写 8-1

極楽寺跡

双の池

五井池

富田郵便局

田
辺
池

（
富
田
西
鴨
庄
線
）

140 ８

写真 8-1　前頁爛川に架かる下り松橋からの道

（左）と旧長尾街道（右）が合流する地点

　東方向には大川町の山並が見える。

写真 8-2　栴檀橋上より西望

　長尾街道南側を並行する旧長尾街道は、栴檀橋

を西へ真直ぐに伸びている。

せんだん

7

　
さ
ぬ
き
市
大
川
町
で
条
里
地
割
が
残
っ

て
い
る
の
は
、
六
条
に
位
置
す
る
と
さ
れ

て
い
る
富
田
中
か
ら
九
条
に
位
置
す
る
と

さ
れ
る
富
田
西
に
か
け
て
で
あ
る
。
そ
れ

に
続
く
寒
川
町
石
田
東
・
西
で
も
条
里
地

割
が
検
出
で
き
た
。
条
里
の
方
位
は
真
北

を
指
し
て
い
る
。

 

　「
石
田
」
と
い
う
地
名
は
、
氾
濫
す
る

こ
と
の
多
か
っ
た
栴
檀
川
、
地
蔵
川
に
は

さ
ま
れ
た
こ
の
地
域
が
、
石
礫
の
多
い
川

原
と
化
し
た
土
地
「
石
多
き
田
」
に
由
来

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
南
海
道
は
田
辺
池
の
北
辺
か
ら
条
里
に

沿
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
西
へ
延
び
る
。
現
在

の
長
尾
街
道
の
南
側
に
並
行
す
る
旧
長
尾

街
道
が
そ
れ
に
相
当
す
る
。

　
南
海
道
近
く
の
発
掘
調
査
は
、
石
田
高

校
校
庭
内
遺
跡
の
ほ
か
、
本
村
・
横
内
遺

跡
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代

後
期
か
ら
平
安
時
代
前
期
の
掘
立
柱
建
物

遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
石
田
高
校
校

せ
ん
だ
ん



庭
内
遺
跡
は
弥
生
時
代
後
期
か
ら
の
集
落

遺
跡
群
で
あ
る
森
広
遺
跡
の
一
画
に
あ
た

り
、
南
海
道
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
。

　
付
近
に
は
、
南
方
に
創
建
年
代
が
白
鳳

時
代
前
期
（
７
世
紀
前
半
）
と
推
定
さ
れ

る
極
楽
寺
跡
が
あ
り
、
北
方
に
は
南
海
道

と
約
２
・
５
ｋ
ｍ
は
な
れ
て
、
藤
原
宮
式

の
瓦
が
出
土
し
た
石
井
廃
寺
（
寒
川
町
神

前
）
が
あ
り
、
南
海
道
と
の
関
連
に
つ
い

て
今
後
の
調
査
が
期
待
さ
れ
る
。

9

0 500m

石田東

写写 8-28-3

石田小学校
栴檀橋

栴

檀

川

地

蔵

川

長尾街道

県道
279
号（
三木
寒川
線）

本村横内遺跡

森広遺跡

（
石
田
東
志
度
線
）

　
　
　（
田
面
富
田
西
線
）

金山

森広

石田西

布施池

旧長尾街道

さぬき市寒川支所

石田高校

141 264

写真 8-3　旧長尾街道のたたずまい

　本村・横内遺跡付近（寒川町石田東）でも長尾

街道に並行して旧長尾街道は西へ真直ぐ続いている。



50

50

県長尾土木事務所

長尾街道

（高松長尾大内線）

石田西

長尾東

極楽寺

写

中王田池

東王田池

旧長尾
街道

9-1

10

９

写真 9-1　長尾街道（左）と旧長尾街道（右）が

合流する地点から、東方向を望む。

　ここから西へは旧街道は長尾街道の北側を並行

する。

写真 9-2　長尾寺の前の旧長尾街道

　長尾寺前の南側の家並みが余剰帯と考えられる。

写真 9-3　井戸川橋より東望

　長尾街道（右）とその北側を並行していた旧長

尾街道（左）は、鴨部川に架かるこの橋で再び合

流する。

　
爛
川
と
鴨
部
川
に
挟
ま
れ
た
寒
川
町
と

長
尾
町
の
平
野
部
に
条
里
の
地
割
が
広
が

る
。
富
田
西
か
ら
鴨
部
川
に
突
き
当
た
る

ま
で
、
旧
長
尾
街
道
の
南
側
端
に
は
水
路

が
走
っ
て
お
り
（
今
は
道
路
と
な
り
水
路

の
確
認
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
）、

そ
こ
を
基
軸
に
南
北
に
条
里
の
地
割
が
広

が
る
。
南
海
道
に
相
当
す
る
条
里
余
剰
帯

は
水
路
か
ら
南
側
　
ｍ
幅
で
あ
る
。
現
在

は
、
旧
長
尾
街
道
の
南
側
に
沿
っ
て
商
店

や
民
家
、
田
が
な
ら
ん
で
お
り
、
か
つ
て

の
南
海
道
の
面
影
は
な
い
。

　
西
方
を
望
む
と
、
南
海
道
の
延
長
線
上

10

8



0 500m

鴨

部

川

琴平電鉄

長尾小学校

さぬき市長尾支所

長尾西

長尾寺

写

成就池

ながお

9-2

井戸川橋

写 9-3

東部養護学校

長尾中学校

昭和

名

長尾郵便局

県
道
　
号
（
志
度
山
川
線
）

３

三木町 さぬき市

柳の清水

に
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
白
山
（
２
０
２

ｍ
）
を
明
確
に
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
付
近
に
は
出
土
し
た
瓦
か
ら
奈
良
時
代

ま
で
に
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
願
興
寺

（
南
海
道
よ
り
北
へ
約
３
ｋ
ｍ
・
長
尾
町

造
田
是
弘
）
や
八
十
七
番
札
所
の
長
尾
寺

な
ど
が
あ
る
。

コ
ラ
ム

極
楽
寺
と
長
尾
寺

　
極
楽
寺
跡
は
、
南
海
道
沿
い
に
張
り
出
す

低
台
地
の
南
端
付
近
に
位
置
す
る
。
発
掘
調

査
で
白
鳳
期
の
瓦
が
出
土
し
、
一
町
四
方
の

四
天
王
寺
式
伽
藍
配
置
（
南
大
門
・
中
門
・

塔
・
金
堂
・
講
堂
が
一
直
線
に
並
ぶ
伽
藍
配

置
）
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
長
尾
寺
は
、
聖
徳
太
子
あ
る
い
は
行
基
の

創
建
と
伝
え
ら
れ
、
南
海
道
に
面
し
一
町
四

方
の
寺
域
を
持
つ
。
出
土
瓦
か
ら
奈
良
時
代

の
創
建
で
あ
る
。

　
か
つ
て
の
寒
川
町
・
長
尾
町
付
近
は
古
墳

も
多
い
と
こ
ろ
で
、
古
墳
と
南
海
道
、
氏
寺

（
古
代
寺
院
）
が
セ
ッ
ト
で
存
在
す
る
興
味

深
い
地
域
で
あ
る
。

10



白山

（高松長尾大内線）

長尾街道

二条

井戸

いど くもんみょう

写

白山小学校

10-1

（202ｍ）

（
多
和
三
木
線
）

10

148

10

写真 10-3　南海道跡と重なる古川

　白山の南麓の東西に伸びる長尾街道に並行して

古川が流れている。

写真 10-1　南海道ライン上より西望

　白山を北側に見て長尾街道は西へ真直ぐ伸びて

いる。

写真 10-2　白山山頂より南の田園地帯を望む

　条里制がよく残っているのがわかる。三条と四

条で南北の基準線がおおよそ９度北方にずれてい

る。その接合部分にひし形の条里地割が出現して

いる。

　
鴨
部
川
の
西
、
三
木
町
平
野
部
に
条
里

地
割
が
広
が
り
、
東
か
ら
二
条
、
三
条
、

四
条
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
白
山

南
端
と
山
大
寺
池
を
結
ぶ
線
が
三
条
、
四

条
の
境
で
あ
り
、
そ
の
線
を
境
に
し
て
東

側
と
西
側
の
条
里
基
準
線
の
南
北
の
方
位

が
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
白
山
南

端
で
条
里
の
基
準
線
で
あ
る
南
海
道
の
方

位
が
西
か
ら
西
北
西
へ
変
わ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
白
山
か
ら

は
、
西
方
の
次
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る

六
ツ
目
山
（
３
１
７
ｍ
）
を
明
確
に
視
認

で
き
る
。

　
条
里
余
剰
帯
は
、
公
文
明
か
ら
平
木
ま

く
も
ん
み
ょ
う

9



で
は
、
長
尾
街
道
に
沿
っ
て
南
側
　
ｍ
幅

ほ
ど
で
検
出
さ
れ
た
。
な
お
、
白
山
か
ら

鹿
伏
ま
で
は
長
尾
街
道
に
沿
っ
て
流
れ
る

古
川
の
南
側
堤
に
南
海
道
の
一
部
と
推
測

で
き
る
道
が
残
っ
て
い
る
が
、　
ｍ
幅
の

南
海
道
が
、
後
年
、
水
路
に
転
用
さ
れ
、

現
在
の
古
川
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
付
近
に
は
、
南
海
道
の
南
北
に
、
藤
原

宮
式
の
瓦
が
出
土
し
た
長
楽
寺
廃
寺
（
三

木
町
氷
上
）、
上
高
岡
廃
寺
（
三
木
町
上

高
岡
）、
讃
岐
国
分
尼
寺
出
土
瓦
と
同
笵

の
瓦
が
出
土
し
た
始
覚
寺
跡
（
三
木
町
井

上
）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
飛
鳥
時
代
頃
の

創
建
で
あ
る
。
南
海
道
と
の
関
連
に
つ
い

て
今
後
の
調
査
が
期
待
さ
れ
る
。

し
し
ぶ
せ

10
10

三木町役場

県
道
　
号
（
三
木
綾
南
線
）

13

新

川

下高岡

氷上

平木

がくえんどおり

写

写

100

0 500m

琴平電鉄長尾線

10-3

ひらき

四条

鹿伏

平木郵便局
平木橋

古

川

（
三
木
牟
礼
線
）

三木高校　

38

10-２

90°
90°

９°

図　条里の骨格　

日笠幸義『三木町の條里制について』より作成

11



20

A

蓮池

吉

田

川

県道42号（小蓑前田東線）

琴平電鉄長尾線

高松東警察署

香川大学農学部

（高松長尾大内線）

三木中学校

三木町

10

写 1 1 - 1

11

写真 11-2　吉田川堤防上の郡境位置（B地点）

　南海道の吉田川堤防上の道路は三木町と高松市

の境界地で、ここは三木郡と山田郡の郡境と云わ

れている。遠くに白山を見ることができる。

　

写真 11-3　C地点

　県道 10号（高松長尾大内線）と南海道ライン

との交差点より、南海道を西方向に見た写真。

写真 11-1　A地点

　宅地後方で、吉田川が直角に曲がる。

　
東
か
ら
西
進
し
て
き
た
南
海
道
は
、
新

川
を
渡
河
し
た
平
木
橋
西
詰
地
点
で
長
尾

街
道
と
分
か
れ
、
吉
田
川
が
直
角
に
西
流

す
る
Ａ
地
点
を
め
ざ
す
。
本
区
間
は
東
端

か
ら
西
端
ま
で
条
里
地
割
が
よ
く
残
っ
て

お
り
、
ラ
イ
ン
上
に
現
在
も
道
路
（
幅
員

３
・
５
ｍ
程
度
）
が
存
在
し
、
南
海
道
を

利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
個
所
で
あ
る
。
地

元
で
は
こ
の
吉
田
川
が
西
方
向
に
流
れ
て

い
く
個
所
を
長
土
手
と
呼
ぶ
。
こ
の
長
土

手
１
２
５
０
ｍ
区
間
の
途
中
に
は
、
三
木

町
と
高
松
市
の
境
界
が
あ
る
（
　
地
点
）。

か
つ
て
の
三
木
郡
と
山
田
郡
の
郡
境
で
あ

B

10



る
。
こ
の
郡
界
ラ
イ
ン
は
、
条
里
の
南
北

ラ
イ
ン
（
東
へ
　
度
傾
斜
）
に
合
致
し
、

南
海
道
に
直
交
し
て
い
る
。

　
吉
田
川
の
長
土
手
の
西
端
、
川
が
北
へ

向
か
う
地
点
の
西
詰
か
ら
さ
ら
に
現
在
の

道
路
（
幅
員
３
ｍ
程
度
）
が
西
へ
と
続
き
、

途
中
、
県
道
　
号
（
高
松
長
尾
大
内
線
）

を
横
切
る
（
Ｃ
地
点
）。
こ
の
交
差
個
所

は
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
県
道
　
号
上

の
露
尾
遺
跡
で
奈
良
時
代
集
落
遺
跡
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
十
川
小
学
校
（

高
松
市
十
川
西
町
）
の
南
側
を
通
過
、
春

日
川
方
向
へ
西
進
す
る
。
ラ
イ
ン
上
で
は

な
い
が
、
小
学
校
校
舎
増
築
時
に
発
掘
調

査
（
西
下
遺
跡
）
が
実
施
さ
れ
、
掘
立
柱

建
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
十
川
小
学
校

の
南
方
５
０
０
ｍ
に
は
西
尾
天
神
社
古
墳
、

平
田
池
南
西
に
は
集
落
遺
跡
が
発
掘
さ
れ

た
十
川
東
平
田
遺
跡
が
あ
る
。

10
10

20

30

平田池

C
十川小学校

B

吉

田

川

0 500m

（三木国分寺線）

十川東平田遺跡
西尾天神社古墳

亀田南町

十川西町

十川東町

高松市

十川郵便局
吉田橋

露尾（西尾）遺跡

西下遺跡

写

三
木
郡

山
田
郡

12

写
1 1 - 2

1 1 - 3

10

12



春

日

川

川島小学校

A

図 12-1　川島東町地区の条里図

　2500 分の１の高松市「51小村」都市計画図

において推定南海道を挟み余剰帯がみられる。

（条里一辺 92ｍｍと 88ｍｍの差４ｍｍ（４ｍｍ×

2500＝10ｍ）が余剰帯＝南海道の道幅である。）

図 12-1

川島郵便局

88mm

92mm

88mm

88mm

川島東町

11

12

写真 12-1　川島本町地区　切通し個所（B地点）

　南海道上にて東から西を眺める。写真左側が南方

向で、丘陵断面の形跡が見られる。

写真 12-2　三谷駅推定地（Ｄ地点）

　加摩羅神社、漆原家付近。北から南側、日山

を望む。

　
十
川
小
学
校
の
南
側
を
西
進
し
た
南
海

道
は
、
春
日
川
東
側
で
県
道
　
号
（
三
木

国
分
寺
線
）
と
交
差
（
　
地
点
）
し
、
さ

ら
に
直
進
す
る
。
川
島
東
町
付
近
で
は
、

条
里
余
剰
帯
が
明
確
に
検
出
で
き
る
。
春

日
川
を
渡
る
と
、
南
海
道
の
直
線
ラ
イ
ン

が
田
畑
、
畦
道
、
生
活
道
路
な
ど
に
転
じ

て
お
り
、
仏
生
山
東
方
面
ま
で
は
ハ
ッ
キ

リ
と
し
た
条
里
ラ
イ
ン
が
検
出
で
き
な
い
。

し
か
し
、
区
間
途
中
の
県
道
部
分
で
発
掘

調
査
（
三
谷
中
原
遺
跡
・　
地
点
）
を
実

施
し
た
結
果
、
想
定
ラ
イ
ン
上
に
南
海
道

の
南
側
側
溝
と
み
ら
れ
る
溝
を
検
出
（
北

側
側
溝
は
後
世
の
削
平
で
確
認
で
き
て
い

な
い
）
し
た
。
ま
た
、
同
遺
跡
の
東
の
丘

A
C

12



10
0

50

50

三谷中原遺跡

漆原家

高野丸山古墳

由良山

（三木国分寺線）

加摩羅神社

丹生神社（高野廃寺）

（切通し）

0 500m

三谷中央

B

C
D

小

作

川

三渓小学校

高松市三谷出張所

（
中
徳
三
谷
高
松
線
）

古

川

写

12-2

写 12-1

12

43

三谷町

上林町

川島本町

陵
部
で
道
路
の
切
通
し
（
　
地
点
）
と
み

ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
南
海
道
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
丘
陵
部
の
南
二
町
ほ
ど
に
は
三
木

国
分
寺
線
が
真
ん
中
を
横
切
っ
た
円
墳
の

高
野
丸
山
古
墳
が
あ
り
、
さ
ら
に
古
墳
か

ら
南
東
の
、
南
海
道
か
ら
二
町
ほ
ど
南
に

は
高
野
廃
寺
（
川
島
本
町
高
野
）
が
あ
る
。

廃
寺
は
現
在
丹
生
神
社
と
な
っ
て
い
る
。

　
三
谷
中
原
遺
跡
か
ら
西
進
し
、
小
作
川

と
古
川
を
渡
り
、
西
三
谷
町
の
加
摩
羅
神

社
と
漆
原
家
付
近
（
三
谷
駅
想
定
地
・
　

地
点
）
を
通
過
す
る
。
南
方
面
に
日
山
（

１
９
１
ｍ
）
が
あ
り
、
狼
火
台
が
設
置
さ

れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
地
元
で
は
こ
の

神
社
と
一
町
四
方
の
屋
敷
地
辺
り
を
南
海

道
の
駅
家
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
加
摩

羅
神
社
北
東
の
古
川
と
交
差
す
る
ラ
イ
ン

上
に
は
古
川
西
岸
へ
の
登
り
道
を
切
通
し

状
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

D

B

う
ま
や

か
ま
ら

こ
う
や
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100

100

50

日山

多肥上町

AB

実相寺

山
田
郡

香
川
郡

（三木国分寺線）

写 13-1

三谷町

12

13

写真 13-3　香川県農業試験場跡地（C地点）

　左側本館建物と右側ハウスの間を推定南海道が

通る。

写真 13-1　日山の峠越から北を見る。

　推定郡境もすっかり家が建て込んでいる。

写真 13-２　龍雲中学校東門から西を見る。

　遠くに六ツ目山が望まれる。

　
三
谷
駅
想
定
地
（
　
地
点
）
か
ら
西
方

向
仏
生
山
東
あ
た
り
ま
で
は
龍
雲
中
学
校

の
西
方
向
で
一
部
、
条
里
地
割
が
残
っ
て

い
る
も
の
の
、
宅
地
化
の
波
が
押
し
寄
せ

て
お
り
明
確
な
条
里
地
割
は
確
認
で
き
な

い
。

　
し
か
し
、
南
海
道
は
、　
地
点
か
ら
進
み

か
つ
て
の
香
川
郡
に
入
り
、
龍
雲
中
学
校
、

コ
ト
デ
ン
仏
生
山
駅
西
側
の
旧
香
川
県
農

業
試
験
場
（
　
地
点
）
を
通
過
し
て
さ
ら

に
ま
っ
す
ぐ
に
西
進
す
る
。

　
旧
香
川
県
農
業
試
験
場
は
高
松
市
立
病

院
建
設
地
と
し
て
事
前
調
査
が
実
施
さ
れ

A
A

C

12



（
萩
前
一
本
木
遺
跡
）、
大
型
掘
立
柱
建
物

の
ほ
か
古
墳
時
代
中
期
か
ら
奈
良
時
代
に

か
け
て
の
大
規
模
な
集
落
跡
と
み
ら
れ
る

遺
構
、
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。

　
　
地
点
を
通
る
南
北
方
向
の
ラ
イ
ン
は
、

林
町
近
辺
に
比
定
さ
れ
て
い
る
「
讃
岐
国

山
田
郡
弘
福
寺
領
田
図
」
研
究
か
ら
想
定

さ
れ
た
ラ
イ
ン
で
、
田
図
記
載
の
「
山
田

香
河
二
郡
境
」
の
線
を
延
伸
し
た
も
の
で

あ
る
。
山
田
郡
と
香
川
郡
の
郡
境
は
南
の

実
相
寺
山
頂
（
２
５
０
ｍ
）
か
ら
南
海
道

を
直
交
す
る
南
北
線
で
あ
る
。　

B

※

ぐ
ふ
く
じ

50

高松琴平電鉄琴平線

ぶっしょうざん

旧香川県
農業試験場

萩前一本木遺跡

仏生山町

出作町

龍雲中学校

0 500m

法然寺

仏生山小学校

前池

平池

写 13-3

写 13-2

C

193

※

　
讃
岐
国
山
田
郡
に
所
在
す
る
弘
福
寺
（
川
原

寺
）
領
の
寺
田
を
示
し
た
田
図
。
７
３
５
（
天

平
７)

年
に
作
成
さ
れ
た
原
図
を
平
安
時
代
後

期
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
重
要
文
化
財
。

多
和
文
庫
蔵
。

14



40

30

田村神社高松南高等学校

A

83 番札所
一宮寺

辻
堂
池

一宮中学校

一宮小学校

一宮郵便局

（三木国分寺線）

いちのみや

一宮町
写 14-1

12

寺井町

14

写真 14-2　円座橋から西方向を見る（B地点）。

　正面は六ツ目山、右側に伽藍山を望む。

香東川
円座橋

田村神社

旧県農業
　試験場

（国土地理院 1967 年撮影　MSI671X　C5A-15)

写真 14-1　讃岐一宮田村神社

　南海道は田村神社と密接な位置関係にあった。

東側から望む。

写真 14-3

　
西
進
し
た
南
海
道
は
、
田
村
神
社
（
　

地
点
）
に
向
か
い
、
さ
ら
に
香
東
川
を
渡

河
（
円
座
橋
・
　
地
点
）
し
て
円
座
町
へ

進
む
。
香
東
川
は
江
戸
時
代
初
め
に
現
在

の
川
筋
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
現
在

の
川
筋
の
東
側
に
も
河
川
東
分
流
（
御
坊

川
な
ど
）
が
複
雑
に
流
れ
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
田
村
神
社
の
西
か
ら
香
東
川
に
か

け
て
の
一
帯
に
は
条
里
地
割
も
確
認
で
き A

B

ご
う
と
う

13



な
い
。

　
南
海
道
上
に
位
置
す
る
田
村
神
社
は
、

延
喜
式
内
大
社
、
讃
岐
一
宮
で
あ
る
。
古

く
は
田
村
大
明
神
・
定
水
大
明
神
と
称
さ

れ
、
水
神
信
仰
が
も
と
で
湧
水
（
香
東
川

の
出
水
）
の
上
に
奥
殿
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。
社
伝
で
は
７
０
９
（
和
銅
２
）
年
の

創
建
と
い
う
。
南
海
道
は
田
村
神
社
境
内

を
横
断
し
、
途
中
、
県
立
高
松
南
高
校
敷

地
を
通
過
し
、
香
東
川
を
渡
る
。
古
代
に

お
い
て
、
香
東
川
を
ど
う
や
っ
て
渡
っ
た

か
は
不
明
だ
が
、
沈
下
橋
の
よ
う
な
施
設

が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
円
座
橋
西
詰
（
　
地
点
）
か
ら
西
方
面

は
、
条
里
地
割
も
明
瞭
に
残
っ
て
い
る
。

南
海
道
は
朝
廷
に
献
上
し
た
円
座
（
敷
物
）

で
有
名
な
円
座
町
を
経
て
、
六
ツ
目
山
と

伽
藍
山
の
鞍
部
を
目
指
し
て
西
進
す
る
。

B
じ
ょ
う
す
い

30

40

香

東

川

円座橋

0 500m

B

香東中学校

横内

藤池

円座小学校

（
高
松
琴
平
線
）

香東大橋

成合
大橋

成合町

えんざ

円座町
円座郵便局

写 14-2

282

32

15



50

50

高
松
自
動
車
道

川原遺跡

A

津内山

檀紙小学校

正箱・薬王寺遺跡

兀塚遺跡

中間町
写 15-1

11

檀紙町

15

写真 15-1　川原遺跡の溝状遺構

　高松市中間町・西山崎町に所在する川原遺跡の

発掘調査は、平成 14年度から 18年度にかけて

実施された。

　
高
松
市
中
間
町
は
、
か
つ
て
の
香
川
郡

中
間
郷
で
、
讃
岐
に
三
個
所
あ
っ
た
東
大

寺
の
封
戸
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
（
ほ
か

は
山
田
郡
宮
処
郷
、
鵜
足
郡
川
津
郷
）。

南
海
道
は
三
木
町
の
白
山
と
六
ツ
目
山
、

加
藍
山
の
鞍
部
を
結
ん
で
高
松
平
野
を
横

断
す
る
。

　
六
ツ
目
山
東
麓
の
推
定
ラ
イ
ン
上
で
は
、

円
座
香
南
線
（
バ
イ
パ
ス
）
建
設
時
に
県

道
と
南
海
道
が
交
差
す
る
地
点
（
　
地
点
）

の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
（
川
原
遺
跡
）。

　
調
査
で
は
、
想
定
通
り
の
個
所
か
ら
溝

（
南
側
）
が
検
出
さ
れ
（
北
側
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
）、
南
海
道
の
側
溝
で
あ
る

可
能
性
が
高
ま
っ
た
。
周
辺
で
は
正
箱
・

薬
王
寺
遺
跡
、
兀
塚
遺
跡
、
中
間
西
井
坪

遺
跡
な
ど
で
集
落
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

　
六
ツ
目
山
と
加
藍
山
の
鞍
部
に
は
、
唐

渡
の
お
大
師
さ
ん
（
遍
照
院
）
が
あ
り
、

現
在
の
高
速
道
路
も
こ
の
鞍
部
を
抜
け
て

な
か
つ
ま

な
か
つ
ま

み
や
ど
こ
ろ

う
た

か
わ
つAし

ょ
う
ば
こ

は
げ
づ
か

14



行
く
。
加
藍
山
と
六
ツ
目
山
の
頂
上
を
結

ん
だ
線
が
香
川
郡
と
阿
野
郡
の
郡
境
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
地
元
で
唐
渡
越
え
と
呼

ば
れ
る
　
地
点
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
国

分
寺
、
讃
岐
国
府
が
望
め
る
地
点
に
辿
り

着
く
。
讃
岐
国
府
に
近
接
す
る
河
内
駅
（

坂
出
市
府
中
町
）
ま
で
は
約
５
ｋ
ｍ
で
あ

る
。

B

か
ら
と

こ
う
ち

300

200

100

100

50

六ツ目山（317ｍ）

加藍山（216ｍ）

遍照院

高松西 IC

0 500m

B

御厩池

香
川
郡

阿
野
郡

中間西井坪遺跡

本
津

川

写 15-2

写 16-1

11 御厩町

新居

福家

写真15-2　六ツ目山の麓より高松平野を望む。

　中央左は由良山、右奥は白山。

由
良
山

白
山

16



50

野
間

川

国分寺中学校

保健センター

（三木国分寺線）
新名

国分寺支所

国分寺ホール

新居

C

国分寺北部小学校

（
国
分
寺
中
通
線
）

12

39
福家

　
高
松
平
野
の
南
海
道
を
西
に
進
み
、
六
ツ

目
山
と
加
藍
山
の
間
の
唐
渡
峠
に
達
す
る
と

国
分
寺
盆
地
が
見
え
て
く
る
。
千
二
百
余
年

前
に
は
、
五
色
台
方
面
を
望
む
と
、
七
重
塔

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
讃
岐
国
分
寺
や
国
分
尼

寺
が
見
え
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
こ
の
区
間
は
、
高
松
市
国
分
寺
町
新
名
か

ら
坂
出
市
府
中
町
前
谷
に
至
る
。
北
・
東
側

を
山
に
囲
ま
れ
、
西
・
南
側
に
少
し
で
は
あ

る
が
平
野
が
広
が
っ
て
い
る
。
平
野
部
分
に

は
ほ
ぼ
正
方
位
の
方
向
に
条
里
地
割
が
広
が

り
、
条
里
地
割
が
残
る
最
南
端
付
近
の
国
分

寺
支
所
南
側
に
余
剰
帯
が
あ
る
と
推
定
さ
れ

る
。

　
こ
の
南
海
道
ラ
イ
ン
上
に
、
国
分
寺
保
健

15

16

写真 16-1　伽藍山から西方向を望む

　右側に国道 11号が東西に走る。グランドは国

分寺中学校。その左側を南海道推定ラインが東

西に走る。遠くに城山、飯野山が見える。

写真 16-2　綾坂（17ページ地図右端）から国分

寺町方面を望む

　三角形の山は讃岐独特の風景である。

写真 16-3　英明高校校舎から西を見る

　国府を中心とする景観が見下ろせる。

額
坂
峠

城
山 綾

坂

国
府

鷲ノ山 飯野山
城山

六
ツ
目
山



セ
ン
タ
ー
北
側
の
家
屋
に
挟
ま
れ
た
道
幅
１
・

５
ｍ
程
度
の
里
道
が
あ
る
。
こ
の
道
を
西
方

向
に
進
む
と
野
間
川
の
支
流
に
当
た
り
（
　

地
点
）、
こ
こ
で
里
道
が
途
絶
え
る
。
国
分

寺
ホ
ー
ル
の
南
側
に
推
定
ラ
イ
ン
に
沿
う
よ

う
に
水
路
が
あ
る
。
水
路
に
沿
っ
て
さ
ら
に

西
に
行
く
と
町
道
が
ゆ
る
や
か
に
カ
ー
ブ
し

て
い
る
所
と
合
流
す
る
。
こ
こ
か
ら
西
側
の

元
国
分
高
等
小
学
校
趾
碑
の
前
を
過
ぎ
、
坂

道
の
手
前
ま
で
条
里
地
割
が
続
い
て
い
る
。

坂
道
を
登
り
関
ノ
池
南
部
の
山
麓
斜
面
に
入

る
と
国
分
寺
町
空
路
に
至
る
。
こ
こ
か
ら
は
、

南
海
道
が
綾
坂
方
向
へ
と
直
線
で
行
っ
た
の

か
（
　
ル
ー
ト
）、
前
谷
・
新
宮
へ
と
西
南

方
向
に
向
か
っ
た
の
か
（
　
ル
ー
ト
）、
ど

ち
ら
の
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
関
ノ
池
の
北
側
に
は
、
讃
岐
国
分
寺
跡
が

広
が
っ
て
い
る
。
讃
岐
国
分
尼
寺
は
国
分
寺

か
ら
２
ｋ
ｍ
東
に
離
れ
て
い
る
。
鷲
ノ
山
北

裾
に
は
府
中
山
内
瓦
窯
跡
が
あ
り
、
国
分
寺

及
び
国
分
尼
寺
の
瓦
と
同
范
の
も
の
が
出
土

す
る
こ
と
か
ら
、
両
寺
の
創
建
瓦
を
焼
い
た

瓦
窯
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 B

A

く
う
ろ

200

100

100

200

50

50

関ノ池

讃岐国分寺跡

（高松善通
寺線）

JR 予讃線

こくぶ

府中山内瓦窯跡

空
路

前
谷

0 500m

蓮光寺山

鷲ノ山

写

坂出市

高松市

府中町

英明高校国分寺学舎

16-3
Ｂ

国分高等小学校趾碑

33

11

高松市讃岐国分寺跡資料館

国分

柏原

A

C
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100

100

50

50

50

新宮

前谷

綾坂峠

写

写

17-2

16-2

写 17-1

香川大学教育学部
附属養護学校

　
国
分
寺
盆
地
の
南
海
道
を
西
に
行
く
と
、

当
時
の
讃
岐
国
の
中
心
で
あ
っ
た
国
府
が

所
在
し
て
い
た
府
中
町
に
至
る
。
坂
出
市

府
中
町
前
谷
・
新
宮
・
石
井
・
迯
田
は
周

囲
を
山
に
囲
ま
れ
、
条
里
地
割
は
見
ら
れ

な
い
。
北
方
向
の
綾
川
下
流
域
の
平
野
に

は
真
北
か
ら
西
へ
　
度
傾
い
た
条
里
地
割

が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
地
区
は
東
の
前

谷
か
ら
綾
川
に
向
か
っ
て
少
し
ず
つ
下
り
、

Ｊ
Ｒ
讃
岐
府
中
駅
か
ら
石
井
は
平
坦
部
、

綾
川
を
渡
っ
た
迯
田
か
ら
額
坂
峠
に
向
か

っ
て
標
高
が
上
が
っ
て
い
く
。

　
讃
岐
国
府
周
辺
の
南
海
道
に
つ
い
て
は
、

24

に
げ
た

新宮古墳

16

17

写真 17-１　新宮古墳から城山を望む

　足下には綾川が流れ、調査中の讃岐国府跡や

鼓岡神社が望まれる。

写真 17-2　綾坂の現況（東から）

　切通しを下りきると綾川に出る。

写真 17-3　「境石」

　河内駅については、古くから阿野郡甲知郷、現在

の府中町石井が候補地とされてきた。しかし、近年

「駅田」の可能性のある水田区画（条里）のある前

谷説が提示されている。



A
B

南
海
道
直
進
ラ
イ
ン
の
綾
坂
か
ら
鼓
岡
神

社
へ
向
か
う
道
「
セ
イ
リ
ュ
ウ
」（
　
）

と
、
前
ペ
ー
ジ
の
空
路
か
ら
、
西
南
方
向

の
前
谷
・
新
宮
に
向
か
う
道
（
　
・
伊
予

街
道
に
一
部
重
複
）
の
２
ル
ー
ト
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
近
辺
に
は
南
海
道
の
遺
称

地
名
と
直
結
す
る
も
の
は
な
い
が
、
江
戸

時
代
末
の
検
地
帳
に
は
「
大
道
」
と
い
う

小
地
名
が
複
数
残
っ
て
い
る
。

　
讃
岐
国
府
周
辺
に
は
、
鼓
岡
神
社
の
南

東
に
開
法
寺
の
跡
と
推
定
さ
れ
る
古
代
寺

院
跡
が
あ
る
。
推
定
さ
れ
る
国
府
の
範
囲

内
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
国
府
に
係
わ

る
官
寺
的
性
格
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
近
辺
に
は
河
内
駅
が
置
か
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
延
喜
式
内

大
社
で
讃
岐
国
三
社
の
一
つ
城
山
神
社
や

崇
徳
上
皇
の
配
流
先
の
行
在
所
と
し
て
伝

わ
る
鼓
岡
神
社
な
ど
が
点
在
す
る
。

こ
う
ち

10
0

50

50

50

J R
予
讃
線

（
高
松
善
通
寺
線
）

香川県
埋蔵文化財センター

城山神社

開法寺跡

鼓岡神社

綾

川

迯田

石井

城山

0 500m

A

B

讃岐国府跡

府中小学校

（善通
寺府中

線）

府中町

写 17-3

18

1133
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100

50

100

200

額坂峠
高松自動車道

額

横山

府中町

18 （善通寺府中線）

写

写

18-1

18-2

坂出市

阿
野
郡

城山

　
讃
岐
国
　
郡
の
一
つ
阿
野
郡
に
置
か
れ

て
い
た
讃
岐
国
府
を
過
ぎ
、
城
山
山
麓
を

西
へ
進
む
と
、
鵜
足
郡
と
の
境
界
に
あ
る

額
坂
に
至
る
。
本
区
間
は
、
山
麓
や
谷
筋

の
狭
隘
地
で
あ
る
た
め
か
条
里
地
割
は
見

当
た
ら
な
い
。

　
本
区
間
は
、
坂
出
市
府
中
町
額
坂
か
ら

丸
亀
市
飯
山
町
三
谷
ま
で
で
あ
る
。
南
海

道
は
国
府
周
辺
か
ら
西
に
向
か
っ
て
、
城

山
の
山
麓
、
あ
る
い
は
谷
筋
を
通
っ
て
、

切
通
し
個
所
の
額
坂
峠
に
至
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
峠
か
ら
西
方
向
に
、
下
り
勾
配
の

坂
道
と
な
る
。
峠
で
県
道
　
号
（
善
通
寺

11

18

う
た

17

18

写真 18-1　額坂峠から西を見る
司馬遼太郎『空海の風景』の冒頭に登場する峠
も、すっかり様変わりしている。

写真 18-3　検地帳に見える「大道」
（明治壬申地券調査に伴う順道帳、坂出市蔵）

写真 18-2　西から見た額坂峠
　現在も高速道路、県道が走る交通の要衝。



府
中
線
）
と
高
速
道
路
が
交
差
す
る
。

　
讃
岐
国
府
跡
探
索
事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
明
治
時
代
地
籍
図
や
順
道
帳
（

検
地
帳
）
の
調
査
で
、「
大
道
」・「
往
還
」

な
ど
の
地
名
が
多
数
抽
出
で
き
た
が
、
額

坂
付
近
で
は
位
置
の
比
定
が
で
き
て
い
な

い
。

　
額
坂
の
北
側
に
そ
び
え
る
城
山
に
は
古

代
の
山
城
跡
で
あ
る
城
山
城
跡
が
あ
る
。

山
頂
の
広
い
平
坦
部
の
ほ
ぼ
全
域
に
、
延

長
３
・
４
ｋ
ｍ
の
土
塁
と
延
長
４
・
４
ｋ

ｍ
の
石
塁
に
よ
る
二
重
の
防
御
壁
が
確
認

で
き
、
城
門
や
水
門
も
備
え
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
朝
鮮
式
山
城
の
特
徴
を
示
し
て
い

る
が
、
不
明
な
点
が
多
く
今
後
の
調
査
が

待
た
れ
る
。

　
丸
亀
市
飯
山
町
に
は
三
谷
寺
が
あ
る
。

聖
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
行
基
が
開
創
し

た
と
い
う
古
刹
で
あ
る
。
ま
た
、
三
谷
神

社
は
８
８
８
（
仁
和
４
）
年
の
讃
州
を
お

そ
っ
た
旱
魃
に
際
し
、
菅
原
道
真
が
雨
乞

い
を
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

き
や
ま
の
き

300

200

10050

50

50

10
0

三谷

0 500m

三谷神社

三谷寺

新池

にごり池東坂元

コ
ラ
ム

国
府
周
辺
か
ら
額
坂
へ

　
南
海
道
は
城
山
の
谷
筋
を
通
っ
た
の
か
、

山
麓
を
迂
回
し
た
の
か
、
そ
れ
を
見
極
め

る
た
め
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

①
鼓
岡
神
社
北
側
の
谷
筋
の
調
査

　
前
ペ
ー
ジ
の
　
地
点
か
ら
真
っ
直
ぐ
に

進
む
と
尾
根
を
切
り
通
し
て
作
っ
た
よ
う

な
平
坦
地
形
が
階
段
状
に
続
く
。
地
形
の

様
子
か
ら
南
海
道
の
可
能
性
も
あ
る
が
、

た
め
池
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
の
先
を
登
っ
て

行
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
古
い
道
も

あ
っ
た
と
聞
く
が
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
に
阻

ま
れ
て
調
査
し
き
れ
て
い
な
い
。

②
伊
予
街
道
を
歩
く

　
額
坂
ま
で
周
辺
の
地
形
に
注
意
し
な
が

ら
歩
い
て
み
た
。「
大
道
」
な
ど
の
小
地

名
は
、
い
つ
の
時
代
の
大
道
に
由
来
す
る

か
は
不
明
。
た
だ
額
坂
を
登
る
の
は
思
っ

た
よ
り
急
で
、
南
海
道
は
城
山
の
中
腹
を

辿
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
ど
ち
ら
も
決
め
手
に
か
け
、
ど
の
コ
ー

ス
を
と
っ
た
の
か
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

Ａ
丸亀市

鵜
足
郡

19



50

100

50

50

城山古墳群

飯山総合運動公園

写 19-1

楠
見
池

富熊

19

写真 19-1　飯山総合運動公園から西を見る
　南海道が一直線に延びている。

写真 19-２　岸の上遺跡の調査状況
　南海道の側溝の可能性のある溝状遺構が見つかった。

　
本
区
間
で
も
丸
亀
平
野
一
帯
に
真
北
か

ら
西
へ
約
　
度
の
傾
き
を
も
つ
条
里
地
割

が
認
め
ら
れ
る
。
飯
山
総
合
運
動
公
園
内

の
小
高
い
丘
か
ら
西
の
方
向
を
見
る
と
、

善
通
寺
の
五
重
塔
や
我
拝
師
山
、
そ
し
て

大
日
峠
に
向
か
っ
て
南
海
道
が
ま
っ
す
ぐ

伸
び
て
い
く
様
子
が
一
望
で
き
る
。
丘
の

周
囲
に
は
４
基
の
円
・
方
墳
か
ら
な
る
城

山
古
墳
群
が
あ
り
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る

こ
の
一
帯
を
支
配
し
て
い
た
人
物
が
埋
葬

さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

30

18



　
南
海
道
を
西
進
し
て
、
国
道
４
３
８
号

を
西
に
越
え
る
と
、
田
畑
の
中
に
高
低
差

１
ｍ
ほ
ど
の
段
丘
崖
が
見
え
て
く
る
。
こ

れ
は
、
か
つ
て
大
束
川
が
氾
濫
し
た
際
に

川
岸
が
浸
食
さ
れ
た
痕
跡
で
あ
る
。

　
岸
の
上
遺
跡
か
ら
は
、
南
海
道
の
側
溝

と
考
え
ら
れ
る
溝
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

現
在
の
市
道
が
南
海
道
と
一
致
す
る
。

　
南
海
道
の
南
側
か
ら
は
、
南
北
方
向
に

柱
筋
を
そ
ろ
え
た
３
棟
の
建
物
跡
（
６
世

紀
）
が
見
つ
か
っ
た
。
う
ち
２
棟
は
桁
行

４
間
、
梁
間
３
間
、
面
積
約
　
㎡
と
統
一

さ
れ
た
規
格
で
整
然
と
配
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
規
模
の
大
き
さ
等
か
ら
、
公
的
施
設

に
付
随
す
る
倉
庫
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

　
ま
た
、
同
じ
く
北
側
に
は
、
柵
列
に
よ

っ
て
区
画
さ
れ
た
建
物
（
８
〜
９
世
紀
）

が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
条
里
の

方
向
と
一
致
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
南
海
道
に
面
し

た
こ
の
周
辺
は
条
里
地
割
が
施
行
さ
れ
る

以
前
か
ら
長
期
間
に
わ
た
り
、
讃
岐
国
ま

た
は
鵜
足
郡
に
関
係
す
る
公
的
施
設
が
あ

っ
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。

だ
い
そ
く
が
わ

43

50

50

大

束

川

岸の上遺跡

0 500m

飯山市民総合センター

飯山中学校

飯山高校

（善通寺綾歌線）

下坂神社

飯山北小学校

飯山郵便局

飯野山

写 19-2

東坂元

下法軍寺

（善通寺府中線）18

22

438

西坂元

真時

川原

20



30

20

器

川

中方橋
（善通

寺綾歌
線）

東小川郵便局

大川神社

鵜
足
郡

22 東小川

西坂元

19

20

写真 20-1　宝幢寺池
減水期には、池の底にある礎石を見ることができ
る。

写真 20－2～ 4　今も残る地名
　天満宮の玉垣の中に、「領家」「地頭」の地名が
見られる。

飯野山

　
本
区
間
の
丸
亀
平
野
一
帯
に
は
、
西
に

約
　
度
傾
い
た
条
里
地
割
が
広
く
認
め
ら

れ
、
南
海
道
も
一
直
線
に
西
進
す
る
。

　
土
器
川
を
越
え
て
西
に
進
む
と
、
古
代

寺
院
・
宝
幢
寺
の
跡
地
で
あ
る
宝
幢
寺
池

が
見
え
て
く
る
。　
宝
幢
寺
は
白
鳳
時
代

（
７
世
紀
後
半
）
に
建
立
さ
れ
た
有
力
な

在
地
豪
族
の
氏
寺
だ
っ
た
が
、　
世
紀
末
、

阿
波
か
ら
侵
攻
し
て
き
た
三
好
氏
に
よ
っ

て
大
半
が
打
ち
壊
さ
れ
、
さ
ら
に
土
佐
の

長
宗
我
部
氏
の
襲
来
に
よ
っ
て
残
っ
た
堂

宇
も
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、

１
７
８
３
（
天
明
３
）
年
、
寺
域
の
周
囲

に
土
堤
を
築
い
て
池
と
し
た
。

30

16

ほ
う
ど
う
じ



　
１
９
７
８
年
に
丸
亀
市
教
育
委
員
会
に

よ
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
伽
藍
配

置
や
寺
域
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
だ
が
、
法
隆
寺
の
分
寺
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
金
堂
と
塔
が
横
に
並
ぶ
法
隆
寺

式
伽
藍
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

冬
の
減
水
期
に
は
、
池
の
底
に
残
る
塔
の

心
礎
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
宝
幢
寺
池
の
お
よ
そ
２
ｋ
ｍ
北

に
は
、
宝
幢
寺
と
同
時
期
に
建
立
さ
れ
た

神
野
神
社
が
あ
る
。
式
内
社
の
一
つ
と
さ

れ
て
お
り
、
８
８
７
（
仁
和
３
）
年
、
国

司
と
し
て
讃
岐
に
在
任
中
の
菅
原
道
真
も

参
拝
し
て
い
る
。

　
こ
の
一
帯
は
丸
亀
市
郡
家
町
に
属
し
、

「
領
家
」
や
「
地
頭
」
と
い
っ
た
地
名
が

残
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
場
所
は
確
定

し
て
い
な
い
が
、
那
珂
郡
衙
が
存
在
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
古
く
か
ら
推
測
さ

れ
て
い
る
。

　
古
代
寺
院
と
式
内
社
、
郡
衙
が
近
接
す

る
こ
の
エ
リ
ア
で
は
、
多
く
の
人
が
に
ぎ

や
か
に
南
海
道
を
行
き
交
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
。

な
か

ぐ
ん
げ

か
ん
の

20

30

土

宝幢寺下池

0 500m

城辰小学校

金丸池

郡家小学校

郡家郵便局

宝幢寺上池
宝幢寺跡

天満宮

領家

八丈池

地頭

（善
通寺
府中
線）

写 20-1

丸亀市

写 20-2 ～４

郡家町

那
珂
郡

18

川西町南

21



枡池

（善
通寺
綾歌
線）

（
丸
亀
三
好
線
）

4

22

郡家町

垂水町

21

写真 21-1　金毘羅宮から見た丸亀平野
　左端の三角形の山は讃岐富士（飯野山）。

写真 21-2　飯野山山頂から見た丸亀平野
　条里地割に基づく方格の土地割が広がっている。

20

飯
野
山 城

山

袋
山

南海道

写真 21-3
南海道は、特徴的な山容などを見通すように設定されたといわれている。
丸亀平野から東方をカシミール３Ｄで見通すと高松市の袋山（261ｍ）の頂上が
顔を出しており、これをランドマークにしている可能性が新たに判明した。

　
南
海
道
は
、
丸
亀
市
を
す
ぎ
、
善
通
寺

市
に
入
る
。

　
土
器
川
と
金
倉
川
に
は
さ
ま
れ
た
本
区

間
も
、
条
里
地
割
が
良
好
に
残
っ
て
お
り
、

南
海
道
も
一
直
線
に
平
野
を
横
切
っ
て
い

く
。
条
里
は
郡
境
を
ま
た
い
で
、
か
つ
て

の
鵜
足
郡
、
那
珂
郡
、
さ
ら
に
多
度
郡
に

ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
こ
こ
に
築
か

れ
た
溜
池
や
、
飯
野
山
に
代
表
さ
れ
る
お

に
ぎ
り
型
の
山
々
な
ど
、
讃
岐
平
野
の
特

徴
を
よ
く
み
る
こ
と
が
で
き
る
。



伊予勢池

与北小学校

与北郵便局

買田池

与北橋

木与上橋

尽誠学園高校

金

倉

川

多
度
郡

那
珂
郡

善通寺市 丸亀市

319

木徳町

三条町

与北町

22

コ
ラ
ム

讃
岐
平
野
の
条
里
制

　
香
川
県
は
、
奈
良
県
に
次
い
で
条
里
地
割
が

よ
く
残
っ
て
い
る
所
で
あ
る
。

　
こ
こ
丸
亀
平
野
で
も
、
１
０
９
ｍ
四
方
に
区

画
さ
れ
た
田
、
条
里
地
割
に
沿
う
よ
う
に
造
ら

れ
た
た
め
池
な
ど
を
広
く
見
る
こ
と
が
で
き
、

千
年
以
上
も
昔
か
ら
使
わ
れ
た
畦
道
や
溝
が
今

も
機
能
し
て
い
る
こ
と
に
驚
く
。

　
条
里
の
方
向
は
、
南
海
道
に
直
交
し
て
い
る
。

讃
岐
国
の
条
里
プ
ラ
ン
は
、
ま
ず
官
道
と
そ
れ

に
直
交
す
る
郡
界
線
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
を
基

準
と
し
て
条
里
地
割
が
つ
く
ら
れ
た
。
条
は
、

郡
界
線
の
東
側
か
ら
西
へ
一
条
・
二
条…

と
数

え
、
里
は
南
の
山
麓
か
ら
北
の
海
岸
へ
と
一
里
・

二
里…

と
数
え
た
。
讃
岐
平
野
の
各
地
で
、
今

も
一
条
、
三
条
な
ど
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
土
木
工
事
は
高
松
、
丸
亀
、

三
豊
平
野
の
い
ず
れ
で
も
お
お
む
ね
７
世
紀
後

半
か
ら
遅
く
と
も
８
世
紀
初
め
に
は
始
め
ら
れ
、

８
世
紀
後
半
頃
に
完
成
し
た
と
い
う
。
こ
の
百

年
間
は
国
土
大
改
造
の
時
代
で
あ
っ
た
。



100

50

Ｊ
Ｒ
土
讃
線

善通寺
第一高校善通寺

市役所

善通寺
郵便局

東中学校

四国学院大学

四国学院大学
構内遺跡

生野本町遺跡

生野南口遺跡

四国管区警察学校

香川県仲多度
合同庁舎

ぜんつうじ

写 22-１

生野町
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写真 22-１　四国学院大学から見た我拝師山

　左側の建物（図書館）建設に先立って行われた

発掘調査で、南海道の可能性のある溝状遺構が見

つかった ( 上図）。

推定南海道

0 10ｍ

四国学院大学構内遺跡　主要遺構配置図
( 善通寺市教育委員会『四国学院大学構内遺跡　
  発掘調査報告書』2003 年、より作成）

我拝師山

写真 22-２　王墓山古墳

　有岡古墳群の中にあり、６世紀半ばにつくられ

た全長 46ｍの前方後円墳。横穴式石室をもち、石

室からは、土器や武具、馬具類の他、金銅製冠帽

や銀象嵌の鉄刀が出土。史跡公園として整備され

ている。

　
本
区
間
は
、
明
治
時
代
以
降
、
旧
陸
軍

第
　
師
団
が
置
か
れ
た
た
め
、
区
画
整
理

が
行
わ
れ
、
南
海
道
が
通
っ
た
付
近
の
条

里
地
割
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
し
か
し
２
０
０
３
年
、
四
国
学
院
大
学

構
内
の
発
掘
調
査
の
際
、
南
海
道
推
定
ラ

イ
ン
上
に
東
西
方
向
に
延
び
る
二
条
の
平

行
す
る
溝
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
南
海

道
の
側
溝
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
と
溝
の
間
、

つ
ま
り
南
海
道
の
幅
は
８
・
５
か
ら
９
・

０
ｍ
で
あ
る
。

　
そ
の
５
０
０
ｍ
ほ
ど
南
に
位
置
す
る
生

野
本
町
遺
跡
か
ら
は
、
７
世
紀
末
か
ら
８

世
紀
初
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
大
型
建

11

い
か

の

21



物
数
棟
分
の
柱
穴
列
と
区
画
溝
の
存
在
が

確
認
さ
れ
た
。
条
里
方
向
に
向
き
を
そ
ろ

え
た
こ
れ
ら
の
配
置
に
は
、
明
ら
か
な
計

画
性
が
見
て
取
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
南
接
す
る
生
野
南
口
遺
跡
か

ら
は
、　
㎡
を
超
え
る
庇
付
大
型
掘
立
柱

建
物
が
検
出
さ
れ
た
。
転
用
硯
が
出
土
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
二
つ
の
遺
跡
を
含

む
一
帯
は
、
庶
民
が
居
住
す
る
集
落
と
は

異
な
る
性
格
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
、
多
度

郡
衙
の
関
連
施
設
と
推
定
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
甕
井
駅
の
所
在
地
は
、
遺
称
地

も
な
く
特
定
で
き
て
い
な
い
が
、
本
区
間

の
善
通
寺
市
街
と
す
る
説
も
あ
る
。

　
南
海
道
の
周
辺
に
は
、
そ
の
他
、
善
通

寺
や
仲
村
廃
寺
と
い
っ
た
古
代
寺
院
も
存

在
し
て
お
り
、
こ
の
地
域
は
多
度
郡
の
中

核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
み
ら
れ

る
。

　
香
色
山
山
麓
ま
で
進
ん
だ
南
海
道
は
、

山
す
そ
を
通
り
、
大
池
の
東
土
手
へ
と
上

が
っ
て
い
く
。　
　

み
か
い

40

こ
う
し
き
さ
ん

200

100

50

50

30善通寺

筆ノ山
香色山

0 500m

西中学校

護国神社

中央小学校

仙遊郵便局

四国農業試験場四国こどもと
おとなの医療センター

旧練兵場遺跡

西部小学校

陸上自衛隊
善通寺駐屯地

（観
音寺
善通
寺線
）

写 22-２
王墓山古墳

菊塚古墳

49

善通寺町
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100

50

大池

善通寺町

県道24号（善通寺大野原線）

写 23-1
23

写真 23-1　大池より大日峠を遠望する　

　大池を手前に見て、我拝師山と東部山の山麓

がせり出し谷筋を作っている。大雨などにより

ルートが寸断されることが多かったであろうこ

とが推測される。

写真 23-2　青井谷古墳

　大日峠を越え高瀬に入ると青井谷古墳が左手に

見えてくる。23ｍ以上の円墳と推定され、両袖式

横穴式石室（玄室 2×1.7、羨道 4×0.8ｍ）を持

つ。周辺には数基の古墳があったと伝えられてい

る。

　
南
海
道
は
、
善
通
寺
か
ら
大
日
峠
を
越

え
て
高
瀬
に
至
る
。
こ
の
区
間
は
、
今
ま

で
の
平
野
部
と
違
い
、
谷
筋
と
な
る
た
め
、

条
里
地
割
や
関
連
す
る
遺
跡
も
確
認
で
き

ず
ル
ー
ト
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
が
、
甕
井
駅
か
ら
香
色
山
の
南
側
を
通

り
大
池
の
西
側
を
経
て
大
日
峠
を
目
指
し

た
と
推
測
す
る
。

　
大
池
か
ら
谷
筋
を
遡
上
す
る
大
日
峠
越

え
は
、
急
坂
を
避
け
る
た
め
山
裾
を
縫
う

よ
う
に
緩
や
か
に
迂
回
し
て
高
瀬
方
面
を

目
指
す
。
鎌
倉
時
代
の
「
善
通
寺
伽
藍
并

寺
領
絵
図
」
に
は
「
大
道
」
と
し
て
峠
越

え
の
記
載
が
あ
る
が
、
詳
細
な
経
路
は
読

み
取
れ
な
い
。
古
代
官
道
の
特
徴
で
あ
る

直
線
最
短
コ
ー
ス
は
こ
の
辺
り
の
地
形
に

阻
ま
れ
建
設
当
時
の
苦
労
が
し
の
ば
れ
る

区
間
で
あ
る
。

　
大
日
峠
を
下
っ
て
か
ら
は
、
青
井
谷
古

墳
に
繋
が
る
比
較
的
直
線
的
な
コ
ー
ス
も

考
え
ら
れ
る
が
、
勾
配
が
急
な
為
迂
回
し

み
か
い

22



た
ル
ー
ト
が
推
測
さ
れ
る
。
青
井
谷
古
墳

を
経
て
高
瀬
町
に
入
る
県
道
　
号
（
観
音

寺
善
通
寺
線
）
は
明
治
　
年
に
整
備
さ
れ

た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
は
県
道
の
西
約
　

ｍ
に
並
行
す
る
、
幅
２
ｍ
程
の
細
い
道
路

が
使
わ
れ
て
い
た
。
南
海
道
に
由
来
す
る

道
路
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

10

22

49

400
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200

100

50

10
0

200

300

0 500m

県道
49号

青井谷古墳

龍神社

大日峠

善通寺市三豊市

多
度
郡

三
野
郡

上高瀬

我拝師山

（
観
音
寺
善
通
寺
線
）

写 23-３

写 23-2

写真 23-3　大日峠（旧道）

　今は通る人もいない路傍にひっそりと石仏が立っている。　

　

24



100

50

50

20

荒釜神社

高
松
自
動
車
道

県道
49
号（
観音
寺善
通寺
線）

写 24-1

写 24-2

24

写真 24-1　直線に続く道筋　

　六ツ松（次ページ参照）に向かって直線的な下

り勾配が続いており、往時の南海道のなごりを残

している。

写真 24-2　南海道から西方を望む

　条里地割は確認しづらい。

　
大
日
峠
を
越
え
平
野
部
に
入
る
。
か
つ

て
の
三
野
郡
で
あ
る
。

　
本
区
間
は
、
周
辺
の
地
形
等
か
ら
、
県

道
　
号
（
観
音
寺
善
通
寺
線
）
に
沿
っ
て

南
西
に
ほ
ぼ
一
直
線
に
南
海
道
が
通
っ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
条
里
の
地
割
が
推

定
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
随
所
に
見
ら
れ
る
が
、

若
干
の
起
伏
や
川
が
あ
る
せ
い
か
、
他
の

地
域
ほ
ど
整
然
と
し
た
地
割
は
広
が
ら
な

い
。 49

コ
ラ
ム

宗
吉
瓦
窯

　
南
海
道
と
交
差
す
る
県
道
　
号
（
詫
間
琴

平
線
）
を
車
で
５
分
ほ
ど
北
西
に
走
る
と
、

宗
吉
瓦
窯
跡
史
跡
公
園
が
あ
る
。
宗
吉
瓦
窯

は
、
妙
音
寺
の
創
建
に
と
も
な
い
瓦
の
生
産

を
始
め
、
丸
亀
市
郡
家
町
に
あ
っ
た
宝
幢
寺

な
ど
、
南
海
道
周
辺
の
古
代
寺
院
で
、
宗
吉

の
瓦
が
使
わ
れ
た
。
ま
た
、
持
統
天
皇
が

６
９
４
年
に
造
っ
た
藤
原
京
で
も
宗
吉
の
瓦

が
使
わ
れ
て
い
る
。
宗
吉
の
近
く
の
港
で
船

に
積
み
込
ま
れ
た
瓦
は
、
瀬
戸
内
海
、
大
和

川
を
へ
て
藤
原
京
へ
と
遠
く
２
０
０
ｋ
ｍ
の

距
離
を
運
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
と
し
て
は
日
本
一
多
い
　
基
の
瓦
窯

が
あ
り
、
そ
の
内
の
一
つ
は
長
さ
約
　
ｍ
で
、

日
本
一
長
い
瓦
窯
で
あ
る
。

13

23
24

23
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0 500m

亀山神社

高

瀬

川

（詫間琴平線）

（山階多度津線）

た
か
せ

上高瀬小学校

高瀬郵便局

香川西高

三豊市役所

至
宗
吉
瓦
窯
跡

218

11

23

三豊市高瀬町

写真24-3　宗吉瓦窯跡史跡公園

　１基の窯跡が露出展示されているほか、瓦窯

跡を植栽で表現している。
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勝間郵便局

（
観
音
寺
善
通
寺
線
）

高瀬中学校

勝間小学校

25-1

49

11

石の塔

写

25

写真 25-2　国道と南海道推定ラインの分岐点

　三差路から右に入る国道 11号は伊予街道を利

用して整備されたと思われる。ここからさぬき豊

中 IC まで緩やかな左カーブとなっているのに比

べ、南海道はほぼ直線的に敷設されている。

写真 25-１　六ツ松交差点

青井谷から一直線に進んできた南海道も六ツ松交

差点で角度を変え、再度観音寺市に向かって直線

的に進む。

　
南
海
道
は
、
大
日
峠
か
ら
県
道
　
号
（

観
音
寺
善
通
寺
線
）
を
下
り
国
道
　
号
と

六
ツ
松
の
交
点
路
で
合
流
す
る
。
権
兵
衛

神
社
を
す
ぎ
て
国
道
　
号
と
別
れ
て
か
ら

も
ほ
ぼ
直
線
の
コ
ー
ス
を
と
り
、
高
松
自

動
車
道
さ
ぬ
き
豊
中
Ｉ
Ｃ
入
口
で
再
び
国

道
　
号
と
合
流
す
る
。

　
六
ツ
松
交
差
点
か
ら
観
音
寺
方
面
に
約

５
０
０
ｍ
の
所
に
権
兵
衛
神
社
（
七
義
士

神
社
）
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
神
社

は
、
１
７
４
５
（
延
享
２
）
年
か
ら
４
年

に
及
ぶ
大
旱
魃
や
大
豪
雨
に
よ
る
凶
作
の

た
め
、
年
貢
の
減
免
を
求
め
て
百
姓
一
揆

が
勃
発
。
そ
の
首
謀
者
と
し
て
打
ち
首
獄

門
と
な
っ
た
大
西
権
兵
衛
ら
７
人
を
祀
っ

た
も
の
で
あ
る
。

49

11

11

11
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50

20

20

20

0 500m

国市池

権兵衛神社

高瀬高校

国立療養所西香川病院

道音寺

写 25-3

写 25-2

三豊市豊中町

コ
ラ
ム

道
音
寺

　
豊
中
町
笠
田
笠
岡
字
天
神
に
小
さ
な
庵
の

よ
う
な
寺
、
道
音
寺
が
あ
る
。
か
つ
て
は
大

き
な
寺
域
を
持
つ
古
代
寺
院
で
あ
っ
た
。

　
伽
藍
配
置
は
不
明
な
が
ら
、
見
つ
か
っ
た

瓦
か
ら
妙
音
寺
に
少
し
遅
れ
て
白
鳳
期
に
建

設
が
始
ま
り
、
善
通
寺
の
影
響
を
受
け
て
い

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
多
く
見
つ
か

っ
て
い
る
瓦
は
奈
良
時
代
の
も
の
で
、
妙
音

寺
（
次
ペ
ー
ジ
記
載
）
か
ら
見
つ
か
っ
た
瓦

と
同
范
で
あ
る
。

26

写真 25-3　権兵衛神社

　義士大西権兵衛らを祀る。



50

30

0 500m

宇賀神社笠田小学校

国
道
11
号

大津池

11

さぬき豊中ＩＣ

笠田郵便局

写 26-1

大道

道上

26

写真 26-1　大津池土手沿いから宇賀神社を望む

　宇賀神社は笠岡の鎮守で、濁酒の古式醸造が

伝わる。

26-３　妙音寺

　妙音寺跡は讃岐最古の寺院である。

写真 26-2　さぬき豊中 IC 入口
　さぬき豊中 IC 付近で南海道は国道 11号（伊予
街道）に合流する。

　
南
海
道
は
、
権
兵
衛
神
社
前
の
三
差
路

で
国
道
　
号
と
分
か
れ
、
さ
ぬ
き
豊
中
Ｉ

Ｃ
入
口
付
近
で
再
度
合
流
す
る
。
国
道
　

号
よ
り
直
線
を
意
識
し
た
道
路
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、「
大
道
」

「
道
上
」
と
い
う
字
名
が
南
海
道
に
接
し

て
残
っ
て
い
る
。

　
南
海
道
の
東
側
に
妙
音
寺
が
あ
る
。
妙

音
寺
は
、
真
言
宗
大
覚
寺
派
の
寺
院
で
七

宝
山
宝
積
院
妙
音
寺
と
号
す
る
。
寺
伝
に

よ
れ
ば
、
白
鳳
５
年
に
創
建
さ
れ
た
と
さ

れ
、
出
土
し
た
瓦
か
ら
も
讃
岐
国
最
古
の

寺
院
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
初

期
の
弘
仁
年
間
（
８
１
０
〜
８
２
４
）
に

嵯
峨
天
皇
の
勅
願
所
と
な
り
、
空
海
に
よ

っ
て
現
在
の
寺
号
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ 11

11

25



て
い
る
。
創
建
当
時
の
伽
藍
配
置
は
不
明

な
が
ら
、
周
囲
の
地
割
な
ど
か
ら
相
当
広

い
寺
域
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

７
世
紀
中
頃
の
瓦
が
出
土
し
、
そ
れ
に
続

く
７
世
紀
後
半
の
瓦
も
宗
吉
瓦
窯
で
焼
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。
白
鳳
時
代
初
期
か
ら

平
安
時
代
に
至
る
ま
で
存
続
し
た
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

コ
ラ
ム

南
海
道
と
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

　
讃
岐
平
野
に
は
き
れ
い
な
円
錐
形
を
し
た
山

が
多
い
。
こ
れ
は
全
国
で
も
珍
し
い
そ
う
だ
。

駅
路
の
特
徴
は
、
直
線
状
の
ル
ー
ト
と
た
ど
る

こ
と
で
、
讃
岐
平
野
で
は
そ
れ
が
特
に
顕
著
で

あ
る
。
直
線
の
ル
ー
ト
を
設
定
す
る
に
は
地
形

上
の
目
標
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
必
要
で
あ
る
。

古
代
人
は
こ
の
円
錐
形
の
山
に
注
目
し
、
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
し
た
よ
う
だ
。

　
南
海
道
は
、
田
面
峠
を
越
え
て
寒
川
郡
の
平

野
に
で
る
と
、
は
る
か
彼
方
に
見
え
る
白
山
（

三
木
富
士
）
の
南
麓
を
目
指
し
て
進
む
。
次
は
、

六
ツ
目
山
（
御
厩
富
士
）
を
目
標
に
高
松
平
野

を
横
断
す
る
。
額
坂
峠
を
越
え
て
か
ら
は
香
色

山
の
南
麓
あ
る
い
は
我
拝
師
山
を
目
標
に
丸
亀

平
野
を
横
断
し
た
よ
う
だ
。
大
日
峠
を
越
え
る

と
、
高
瀬
川
流
域
の
平
野
で
は
一
度
屈
折
し
、

さ
ら
に
六
ツ
松
で
屈
折
し
た
後
は
、　
㎞
先
の

大
谷
山
を
目
標
に
一
直
線
に
三
豊
平
野
を
進
む
。

　
南
海
道
を
歩
き
、
次
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ

る
山
を
視
認
で
き
た
時
は
大
い
に
感
動
し
た
も

の
で
あ
る
。

17

20

10

20

妙音寺

豊中 IC 入口

豊中南駐在所

35

写

三豊市豊中支所

豊中中学校

（
豊
中
三
野
線
）

笠田高校

も
と
や
ま

26-3

写 26-2

豊中町

27



30

20

20

0 500m

高
松
自
動
車
道

上高野小学校

上高野郵便局

27

写真 27-1　「六ノ坪」交差点から望む観音寺方面

　「六ノ坪」の地名は、条里制に係わる地名である。

写真 27-2　南海道からみた本山寺

　807（大同２）年平城天皇の勅願により空海が

開基したと伝えられている。第 70番札所。鎌倉

時代再建の本堂は国宝。五重塔は明治 43年に再

建されたものである。

写真 27-3　大型商業施設屋上から条里の地割を
望む
六ノ坪から西に広がる条里の地割も現在では民家
等が建ち並び確認しづらい。

　
本
区
間
で
は
、
整
然
と
し
た
条
里
地
割

が
確
認
で
き
る
が
、
余
剰
帯
の
検
出
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
南
海
道
は
、

引
き
続
い
て
国
道
　
号
（
近
世
に
は
伊
予

街
道
）
と
重
な
っ
て
、
南
西
に
一
直
線
に

進
む
。
南
海
道
を
利
用
し
て
後
に
伊
予
街

道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
本
区
間
は
現
在
大
型
商
業
施
設
や
住
宅

が
立
ち
並
び
、
条
里
の
地
割
を
視
認
し
づ

ら
い
が
、
反
面
整
備
し
や
す
い
条
里
の
地

割
を
基
に
し
た
土
地
区
画
が
、
大
型
商
業

施
設
誘
致
の
一
要
因
と
な
っ
た
と
す
れ
ば
、

あ
る
意
味
で
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
財
田
川
を
越
え
て
観
音
寺
市
に
入
る
。

か
つ
て
の
刈
田
郡
で
あ
る
。
直
進
す
る
南

海
道
は
一
ノ
谷
川
を
渡
る
付
近
（
　
地
点
）

A

11



で
国
道
　
号
と
分
か
れ
、
ま
っ
す
ぐ
南
西

へ
の
び
て
い
く
。　
地
点
か
ら
２
２
０
ｍ

ほ
ど
南
下
し
た
　
地
点
で
は
、
大
正
　
年

に
麦
畑
を
耕
作
中
、
偶
然
に
銅
鐸
が
見
つ

か
っ
て
い
る
。（
古
川
銅
鐸
・
東
京
国
立

博
物
館
蔵
）。

B

11

A

12

10

財

田

川

本山小学校

本山橋

本大交差点

六ノ坪交差点

大型商業施設
五十鈴神社

本山寺

写

三豊市

Ａ

Ｂ

（黒渕本大
線）

一
ノ
谷
川

吉岡郵便局

一ノ谷小学校

（観音寺池田線）

三野郡

刈田郡

観音寺市

27-2

写 27-1

写 27-3

本大町

古川町

吉岡町

237

11

5

コ
ラ
ム

郡
と
郷

　
令
制
下
の
地
方
は
、
国
・
郡
・
里
（
郷
）
に

分
け
ら
れ
て
い
た
。
讃
岐
国
は
上
国
で
、　
の

郡
が
あ
っ
た
。
８
８
８
（
仁
和
４
）
年
国
司
菅

原
道
真
が
城
山
の
神
に
降
雨
を
祈
っ
た
時
の
祭

文
に
、「
八
九
郷
二
〇
万
口
」
と
あ
り
、
郷
が

　
、
人
口
　
万
ほ
ど
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
讃
岐
国
で
は
す
べ
て
の
郡
が
瀬
戸
内
海
に
面

し
て
い
る
。
港
が
発
達
し
、
現
在
も
多
度
津
や

中
津
、
宇
多
津
な
ど
郡
名
を
冠
し
た
港
が
あ
る
。

陸
上
交
通
も
海
上
交
通
も
盛
ん
な
国
で
あ
っ
た
。

　
南
海
道
が
建
設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
頃
、

三
野
郡
で
は
讃
岐
最
古
の
妙
音
寺
が
造
ら
れ
、

そ
の
瓦
を
焼
く
た
め
に
造
ら
れ
た
宗
吉
瓦
窯
は
、

藤
原
宮
の
瓦
を
調
達
す
る
た
め
大
量
生
産
を
開

始
す
る
。
７
世
紀
後
半
の
三
野
郡
に
は
、
中
央

政
府
と
つ
な
が
り
、
先
端
文
化
を
い
ち
早
く
取

り
入
れ
た
有
力
豪
族
が
い
た
よ
う
だ
。
官
道
建

設
な
ど
の
大
土
木
工
事
に
も
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
だ
ろ
う
。

　
有
力
豪
族
の
協
力
な
し
に
は
国
土
大
改
造
は

で
き
ず
、
彼
ら
は
や
が
て
郡
司
に
任
命
さ
れ
地

方
政
治
を
担
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

20

89
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20

30

40

五月池

鶴沢池

鑵子塚古墳

高
松
自
動
車
道

早苗池

守屋池
池之尻町

母神山古墳群

観音寺市総合運動公園

そうだ池

28

写真 28-1　財田川・出作池間の想定駅路

　空中写真は国土地理院 1964 年撮影。日野尚志

氏の研究参照。

写真 28-2　観音寺池と出作池の間の土手から南方

を望む

　堤防筋が村境となり、南海道推測の手がかりと

なる。

　
古
川
町
を
過
ぎ
、
池
之
尻
町
に
入
る
。

こ
の
辺
り
は
、
母
神
山
（
　
　
）
の
低
丘

陵
（
石
田
原
）
の
裾
を
通
っ
て
い
る
た
め
、

条
里
地
割
は
見
当
た
ら
な
い
。
西
の
柞
田

町
一
帯
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
海
軍
飛

行
場
が
突
貫
で
建
設
さ
れ
、
終
戦
後
は
跡

地
を
整
地
し
て
農
地
整
理
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
た
め
条
里
地
割
が
壊
さ
れ
て
お
り
、

南
海
道
の
痕
跡
を
探
す
の
は
難
し
い
。

　
し
か
し
、
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
南
海
道
直

線
ラ
イ
ン
を
延
伸
す
る
と
、
溜
池
（
そ
う

だ
池
・
五
月
池
・
早
苗
池
・
赤
土
池
・
出

作
池
・
観
音
寺
池
）
の
堤
防
筋
（
村
境
）

を
通
過
す
る
こ
と
、
こ
の
直
線
ラ
イ
ン
が

ｍ
90

27



Ｊ
Ｒ
観
音
寺
駅
付
近
に
遺
存
す
る
条
里
地

割
を
延
伸
し
た
ラ
イ
ン
と
直
交
し
、
旧
柞

田
村
、
旧
出
作
・
旧
坂
本
村
の
村
境
と
も

重
な
っ
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
鎌
倉
時
代

の
古
文
書
「
日
吉
社
領
讃
岐
国
柞
田
庄
四

至
牓
示
注
文
」
に
よ
る
と
、
四
隅
を
結
ぶ

ラ
イ
ン
が
刈
田
郡
の
山
本
郷
・
紀
伊
郷
・

柞
田
郷
・
坂
本
郷
の
郷
境
を
示
し
て
お
り
、

東
北
の
角
隅
は
五
条
七
里
一
坪
、
ま
た
、

東
南
の
角
隅
は
「
土
井
之
池
東
南
辺
り
で

路
を
取
り
込
ん
で
い
る
」
と
明
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
南
海
道
の
ラ
イ
ン
が

推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

10

20

10

観音寺池

出作池

柞

田

川0 500m

旧海軍飛行場跡

（込野観音寺線）

赤土池

香川西部養護学校

出作町

植田町

写 28-2
写 28-1

11

6

中部中学校

コ
ラ
ム

母
神
山
古
墳
群

　
高
さ
　
ｍ
ほ
ど
の
丘
陵
周
辺
に
大
小

お
よ
そ
　
基
の
古
墳
が
群
在
す
る
。
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
６
世
紀
か
ら
７
世
紀
の

古
墳
時
代
後
期
の
円
墳
で
あ
る
。
中
で

も
鑵
子
塚
古
墳
は
直
径
約
　
ｍ
の
円
墳

で
、
６
世
紀
後
期
の
古
墳
と
し
て
は
県

内
最
大
級
。
運
動
公
園
内
に
保
存
さ
れ

て
お
り
、
石
室
を
覗
く
こ
と
が
で
き
る
。

巨
石
を
組
ん
だ
横
穴
式
石
室
は
一
見
の

価
値
が
あ
る
。

9060

30

か
ん
す
づ
か

29



377

柞

田

川

萩原小学校

井関池

萩原

中姫

青岡
写 29-2

写 30-4

　
南
海
道
が
柞
田
川
南
岸
か
ら
土
井
ノ
池

東
側
を
通
過
す
る
本
区
間
は
、
平
野
部
で

は
あ
る
が
、
条
里
地
割
は
見
当
た
ら
な
い
。

し
か
し
、
観
音
寺
池
・
出
作
池
間
の
堤
防

ラ
イ
ン
と
土
井
ノ
池
東
南
の
ラ
イ
ン
を
結

ぶ
と
南
海
道
推
定
ラ
イ
ン
と
な
る
。
さ
ら

に
延
伸
し
て
い
く
と
「
大
野
原
の
辻
」（

阿
波
道
と
こ
ん
ぴ
ら
道
交
差
点
）
に
至
る
。

　
柞
田
川
南
岸
か
ら
南
西
の
エ
リ
ア
は
、

近
江
の
商
人
平
田
家
に
よ
る
大
野
原
開
墾

（
　
世
紀
中
頃
）
や
、
明
治
・
昭
和
期
の

ほ
場
整
備
に
よ
り
土
地
改
変
が
進
み
、
条

17

く
に
た

28

29

写真 29-2　南海道付近の景観　

今は整備された水田の中に神社が点在する。

写真 29-1　「柞田駅跡」の看板

　柞田町山王の日枝神社境内にあり、この付近に

柞田駅があったと考えられている。

菅
原
神
社

頂
懸
神
社
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大野原小学校

豊浜中学校

三豊工業高校

高
松
自
動
車
道

土井之池

大野原

和田浜

姫浜

花稲

日枝神社

写 29-1

角塚古墳

平塚古墳

椀貸塚古墳

里
地
割
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
鎌
倉

時
代
か
ら
は
鳥
坂
峠
を
越
え
る
伊
予
大
道

が
重
要
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
南

海
道
は
急
速
に
衰
退
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
見
た
「
日
吉
社
領
讃
岐
国
柞
田
庄
四

至
牓
示
注
文
」
で
示
さ
れ
た
、
東
南
の
角

隅
に
あ
っ
た
牓
示
は
、
大
正
２
年
の
道
路

新
設
時
に
移
転
さ
れ
、
現
在
は
菅
原
神
社

に
置
か
れ
て
い
る
。

　
土
井
ノ
池
の
南
東
に
あ
っ
た
四
至
牓
示

の
南
限
か
ら
先
は
、『
和
名
抄
』
で
記
載

さ
れ
た
姫
江
郷
で
あ
る
。
こ
の
姫
江
郷
内

を
南
海
道
が
伊
予
国
の
大
岡
駅
に
向
け
て

伸
び
る
。
大
野
原
周
辺
に
は
多
数
の
古
墳

が
存
在
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
な
か

で
椀
貸
塚
、
角
塚
、
平
塚
、
岩
倉
塚
古
墳

な
ど
大
型
の
横
穴
式
石
室
（
い
ず
れ
も

６
０
０
年
前
後
の
築
造
）
を
も
つ
古
墳
が

今
日
ま
で
残
っ
て
い
る
。
奈
良
時
代
の
人

た
ち
に
と
っ
て
も
古
墳
は
旧
蹟
の
ひ
と
つ

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
大
野
原
古
墳
群

を
見
な
が
ら
県
境
の
余
木
崎
ま
で
は
約
７

ｋ
ｍ
。
燧
灘
の
海
岸
線
が
徐
々
に
近
づ
く
。

0 1000m
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写真 30-1　余木崎に向かう伊予街道（近世の街道）

　左の七福神社は幕末の創建。

写真 30-2　JR、国道が並行して海岸線を走る。　

　平地はなく、どこを南海道が走っていたのだろう

か。

写真 30-3　県境の余木崎

　尾根が海岸までせり出している。

　
古
代
南
海
道
の
柞
田
駅
が
推
定
さ
れ
る
土
井
ノ
池
辺

り
か
ら
南
下
し
て
伊
予
国
境
方
面
へ
延
び
て
い
く
南
海

道
は
、
新
田
開
発
、
開
墾
、
区
画
整
理
な
ど
で
土
地
改

変
が
江
戸
期
か
ら
現
在
ま
で
続
い
た
た
め
条
里
地
割
が

残
っ
て
お
ら
ず
、
推
定
が
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
三

豊
平
野
部
の
北
部
条
里
の
ラ
イ
ン
が
愛
媛
県
と
の
境
に

あ
る
瀬
戸
内
海
寄
り
の
大
谷
山
（
標
高
５
０
７
ｍ
）
を

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
と
、

豊
浜
町
の
白
坂
川
、
吉
田
川
の
先
か
ら
は
箕
浦
、
川
之

江
町
余
木
崎
ま
で
海
岸
近
く
を
通
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
南
海
道
が
機
能
し
て
い
た
頃
は
、
海
岸
線
も
現
在
よ

り
少
し
内
陸
に
入
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
今
も
高

速
道
路
、Ｊ
Ｒ
予
讃
線
、
伊
予
街
道
、
そ
し
て
最
も
海

岸
近
く
を
国
道
　
号
が
走
り
、
県
境
は
こ
れ
ら
幹
線
交

11

高
松
自
動
車
道

豊浜小学校

和田



コ
ラ
ム

伊
予
と
の
国
境
の
尾
根
越
え
ル
ー
ト

　
南
海
道
が
機
能
し
て
い
た
時
は
、
海
岸
線
も

内
陸
寄
り
で
標
高
２
〜
３
ｍ
辺
り
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
燧
灘
の
海
岸
線
を
想
定
す
る
直
線

ラ
イ
ン
と
は
別
に
、
大
野
原
中
心
部
か
ら
東
方

向
の
萩
原
寺
（
地
蔵
院
）、
雲
辺
寺
に
向
か
う

柞
田
川
上
流
部
ル
ー
ト
も
主
要
な
交
通
路
で
あ

っ
た
。
こ
の
エ
リ
ア
は
阿
波
・
伊
予
か
ら
の
街

道
の
出
入
り
口
と
な
る
交
通
の
要
所
。
阿
波
越

え
の
曼
陀
峠
が
あ
る
海
老
済
村
、
柞
田
川
源
流

域
の
田
野
々
村
が
あ
る
。
こ
の
海
老
済
と
田
野

々
の
間
は
標
高
３
０
０
〜
５
０
０
ｍ
を
３
ｋ
ｍ

ほ
ど
の
長
い
尾
根
道
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
昔

日
は
か
な
り
の
人
の
往
来
で
賑
わ
っ
て
い
た
よ

う
だ
。
伊
予
の
国
境
と
な
る
肥
窪
（
越
窪
）
を

下
り
、
下
川
町
の
吉
祥
寺
方
面
へ
下
川
川
を
下

る
と
、
現
在
の
川
之
江
東
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
付

近
で
金
生
川
と
合
流
す
る
。
金
生
川
は
土
佐
か

ら
の
街
道
が
通
っ
て
い
る
。

写真 30-4　井関池から五郷方面を望む（29

図右端）。

え
び
す
く
い

通
路
が
集
結
す
る
地
点
に
な
る
。
讃
岐
の
南
海
道
は
、

ほ
ぼ
直
線
ラ
イ
ン
で
延
伸
し
て
い
た
と
い
う
。
走
行
す

る
高
速
道
路
に
併
行
し
、
あ
る
時
は
交
差
し
延
伸
す
る

千
年
以
上
前
の
幹
線
道
。
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
山
を

目
指
し
、
障
害
物
が
あ
る
と
切
り
通
し
を
作
っ
て
直
進

す
る
姿
は
、
現
在
の
高
速
道
路
と
ダ
ブ
っ
て
見
え
て
く

る
。

0 1000m

写 30-1

写 30-2

写 30-3

11

愛媛県
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平
成
　
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
讃
岐
国
府
跡
探
索
事
業
は
、
讃
岐
国
府
跡
が

所
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
坂
出
市
府
中
町
か
ら
、
綾
川
河
口
に
か
け
て
の

平
野
部
の
地
形
・
地
名
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
国
府
跡
を
探
る
発
掘
調
査
を

行
う
も
の
で
あ
る
。
調
査
は
、
県
内
か
ら
募
集
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調
査
員
（

ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
）
と
共
に
行
う
こ
と
が
大
き
な
特
色
で
、
綾
川
下
流
域

の
地
名
、
地
形
、
水
利
等
の
基
礎
的
な
調
査
の
成
果
に
よ
っ
て
、
発
掘
調
査
地

点
を
選
定
し
た
り
、
発
掘
調
査
成
果
を
評
価
し
た
り
す
る
等
、
地
域
の
歴
史
を

様
々
な
視
点
か
ら
掘
り
起
こ
そ
う
と
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
で
あ
っ
た
。

　
平
成
　
年
度
は
、
坂
出
市
府
中
町
を
対
象
に
地
名
、
地
形
、
水
利
、
石
造
物

に
関
す
る
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
香
川
県

東
部
か
ら
古
代
官
道
で
あ
る
南
海
道
を
実
地
に
歩
く
研
修
も
実
施
さ
れ
、
次
年

度
以
降
も
継
続
さ
れ
た
。
平
成
　
年
度
は
、
加
茂
町
を
中
心
に
神
谷
町
と
高
屋

町
の
一
部
の
調
査
を
、
平
成
　
年
度
に
は
林
田
町
の
調
査
を
行
っ
た
。
平
成
　

年
度
は
、
林
田
町
の
補
足
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
に
実
施
さ
れ
た

讃
岐
国
府
跡
の
既
往
の
調
査
で
出
土
し
た
瓦
の
分
布
状
況
お
よ
び
官
衙
遺
跡
に

多
く
み
ら
れ
る
緑
釉
・
灰
釉
陶
器
や
硯
等
の
分
布
状
況
の
調
査
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、
当
年
度
に
お
い
て
は
穴
薬
師
（
綾
織
塚
）
古
墳
の
横
穴
式
石
室
お
よ

び
墳
丘
の
測
量
調
査
も
実
施
し
た
。
こ
こ
ま
で
の
活
動
報
告
は
『
讃
岐
国
府
ミ

ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
の
参
加
活
動
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
平
成
　
年
度
は
、『
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
の
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
』
を
刊
行

し
た
。
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
が
様
々
な
活
動
に
参
加
す
る
中
で
、
自
ら
発
見

し
理
解
し
て
い
っ
た
讃
岐
国
府
を
め
ぐ
る
歴
史
を
、
一
般
の
方
々
に
も
興
味
を

讃
岐
国
府
跡
探
索
事
業
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
参
加
者
を
募
り
ミ
ス
テ
リ
ー

ハ
ン
タ
ー
が
ガ
イ
ド
を
す
る
と
い
う
形
で
平
成
　
年
度
か
ら
ま
ち
歩
き
を
実
施

し
、
冊
子
は
実
際
に
案
内
す
る
際
の
「
あ
ん
ち
ょ
こ
」
と
し
て
使
え
る
体
裁
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
冊
子
と
な
っ
た
南
海
道
調
査
を
開
始
し
た
。
南
海
道

調
査
の
経
過
に
つ
い
て
は
前
文
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
は
鼓
岡
神
社
の
所
蔵
す
る
資
料
の
調
査
を
開
始
し
た
。
鼓

岡
神
社
は
讃
岐
国
府
跡
の
傍
ら
に
あ
り
、
現
在
の
国
府
跡
を
め
ぐ
る
景
観
の
中

で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
そ
れ
と
の
関
わ
り
で
国
府
顕
彰
に
関
わ
る
資
料
が

集
ま
っ
て
き
て
い
る
。
平
成
　
・
　
年
度
は
典
籍
、
平
成
　
年
度
は
書
画
の
目

録
化
を
行
い
、
平
成
　
年
度
は
残
る
考
古
資
料
の
目
録
化
を
行
い
、
収
集
さ
れ

た
全
資
料
の
目
録
化
を
完
成
さ
せ
た
。

　
９
年
間
の
実
り
あ
る
活
動
で
あ
っ
た
が
、
讃
岐
国
府
跡
探
索
事
業
の
発
掘
調

査
が
平
成
　
年
度
に
終
わ
る
た
め
、
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
も
解
散
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
最
後
に
活
動
を
ま
と
め
た
記
録
冊
子
の
刊
行
及
び
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
で
の
パ
ネ
ル
展
示
を
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
自
ら
行
い
、
総
括
が
な
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。「
讃
岐
国
府
の
解
明
」
と
い
う
目
標
に
向
か
う
過

程
で
生
み
出
さ
れ
た
活
動
成
果
そ
し
て
形
と
な
ら
な
か
っ
た
熱
意
と
思
い
が
、

次
の
世
代
に
つ
な
が
り
、
新
た
な
活
動
の
生
み
出
さ
れ
ん
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
調
査
活
動
の
ほ
か
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調
査
員
の
自
主
的
な
研

修
と
し
て
、
他
地
域
の
国
府
お
よ
び
関
連
遺
跡
の
見
学
旅
行
も
行
わ
れ
、
平
成

　
年
度
の
平
城
京
、
纏
向
遺
跡
を
皮
切
り
に
以
後
平
成
　
年
度
ま
で
出
雲
国
府

・
藤
原
京
・
近
江
国
府
・
播
磨
（
布
施
駅
家
等
の
山
陽
道
に
係
わ
る
遺
跡
）・
伯

耆
国
府
・
美
作
国
府
・
鬼
ノ
城
（
岡
山
県
総
社
市
）・
永
納
城
（
愛
媛
県
今
治
市

）・
高
安
城
（
大
阪
府
八
尾
市
ほ
か
）
等
の
見
学
を
実
施
し
た
。　
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　（
あ
い
う
え
お
順
・
＊
は
本
冊
子
の
編
集
委
員
）

＊
安
藤
み
ど
り
・
飯
沼
一
広
・
＊
池
浦
健
一
・
礒
村
衛
治
・
犬
飼
直
美
・

岩
崎
良
則
・
垣
本
保
・
梶
秀
憲
・
金
倉
留
美
子
・
金
倉
修
・
＊
葛
原
知
子
・

久
保
正
志
・
＊
合
田
武
勝
・
甲
野
博
・
小
西
智
都
子
・
＊
齋
藤
茂
・
坂
下
周
市
・

佐
々
木
宏
・
佐
々
木
方
彦
・
住
谷
善
慎
・
十
河
裕
之
・
高
橋
利
秋
・
高
橋
德
・

竹
内
博
文
・
竹
嶋
真
理
・
田
村
源
一
・
中
川
俊
彦
・
中
島
君
子
・
仁
井
名
詳
浩

・
野
口
美
智
子
・
長
谷
川
宏
・
福
家
壽
子
・
藤
岡
貴
・
藤
田
和
康
・
古
市
政
春
・

＊
古
田
博
子
・
松
尾
伸
・
真
鍋
正
彦
・
万
野
年
紀
・
＊
水
谷
耕
造
・
水
谷
正
裕
・

宮
本
義
彦
・
森
野
雅
雄
・
横
田
寛
・
＊
和
田
昭

参
加
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
名
簿
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